


◌ྫॻ ੳ　 本事 では、 報告 において分 対象と なる テー を 設定し 、 そのテー に関連する 事 を ま と めϚ Ϛ

◌ྫੳ ॻ ੳ औ ◌্� தて分 、 検討を 行っ ている 。 ま た、 こ れま でに報告 で分 テー と し て り た事 の から 、Ϛ

ʮ ʯ◌ྍಛ に周知すべき 情報を ҩ 安全情報 と し て提 し ている 。 こ こ では、 提 ʮ ʯ◌ྍ
し た ҩ 安全情報

 � �◌ྨ ◌ྫ औ ݅◌の 発・ 事 の報告 ・ について り ま と めた。

ॻ ੳ　 本報告 の分 対象期 に報告さ れたʮ ʯ  � �◌ྍ ◌ྨ ◌ྫ
ҩ 安全情報 の 発・ 事 のタ イ ト ルは あ り 、

� ʮ �◌ྨ ◌ྫ ◌ෳ ൈ◌ ෦ औ ݅◌  ݅◌・ は であ っ た。 こ のう ・ 、 の事 が ・ 報告さ れたのは、 / P ： Ґ の り ҧ

͑ ʯ ʮ ᶃ ʵ ʵ ʯ ʮ ᶄ、 / P ： 手術・ のガーθの・ 存 ガーθカ ウ ン ト 、 / P ： 手術・ のガーθの・ 存

ʵ ʵ ʯ ʮ ʯ◌ྍઢ ૾ ഭ ই ݅◌9 画 の確認 がそれ・ れ 、 / P ： ҩ 関連機 によ る ѹ 創 が ʮ ମ ݅◌ 、 / P ：

 � ʯൈ◌  ม  ݅◌Ґ の  ・   切開チュ ーブの 発的な が など であっ た。

ͨ Ε͞ �ʮ ʯ  � ��  �◌ྍ◌ ◌ྨ ◌ྫશ ◌ൃใ ใ ใ◌݄�  ݄◌  ݅◌・ Β に ҩ ・ の ɾ の ・

ఏ   ݅◌  ݄◌/ P λΠτル ・ ・

/ P

/ P

ྔ◌ ޡ 
Π ス の 認ϯ Ϧ ϯ

ྔ◌ ޡ  େ◌ୖ ใΠ ス の 認ʢ ʣϯ Ϧ ϯ

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P

/ P

 �  �༩ ߅ ա ◌੍・ ν ʢ ττ Ωαーτʣ の ・ ・ に・ ・ ・ ・Ϧ Ϛ ϝ Ϩ

 �  �༩ ߅ ա ◌੍ େ◌ୖ ใ・ ν ʢ ττ Ωαーτʣ の ・ ・ に・ ・ ・ ・ ʢ ʣϦ Ϛ ϝ Ϩ

 �  �༩ ߅ ա ◌੍ େ◌ୖ ใ・ ν ʢ ττ Ωαーτʣ の ・ ・ に・ ・ ・ ・ ʢ ʣϦ Ϛ ϝ Ϩ

 ݄◌・

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P

ղ୯Πޡ  ス Ґ のϯ Ϧ ϯ

ղ୯ޡ  େ◌ୖ ใΠ ス Ґ の ʢ ʣϯ Ϧ ϯ

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P

� ӷ༌ ࿙֎খ ग़ ◌݂の の  

� ӷ༌ ࿙֎খ ग़ େ◌ୖ ใ ◌݂の の  ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P

 � ҧ ͍ ◌ޮ◌ྔ༗ ◌ྔ૯・ の ・ ・ の の ͱ
 � ҧ ͍◌ྔ ◌ྔ େ◌ୖ ใ・ ・ ・ の ʢ ʣͱ

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P

/ P

ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ. 3* ・ の・ ʢ  ・ ・ ʣ の・ ・ Έͳ Ͳ
ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ େ◌ୖ ใ. 3* ・ の・ ʢ  ・ ・ ʣ の・ ・ Έ ʢ ʣͳ Ͳ
ࣨ ݕ �  �ੑ ମ ଐ େ◌ୖ ใ. 3* ・ の・ ʢ  ・ ・ ʣ の・ ・ Έ ʢ ʣͳ Ͳ

 ݄◌・

 ݄◌・

 ݄◌・

ҧ ͬͨ ଓ/ P  Χテーテルɾ υ ー ・ の・Ϩ ϯ  ݄◌・

 �◌ྍ ྉ ༻ະ ໓  / P のҩ の・  ݄◌・

ݺ ҧ ͍࿏ճਓ ଓ  / P ・   の ・  ݄◌・

�  � ҧ ͍ༀ ◌ྔ  খ ഒ/ P ・ の  ݄◌・

ԟ ͕Θ ͔͍ͬͯ  �ༀ ༩
/ P Ξ ルΪ ーの る の・Ϩ  ݄◌・

/ P

/ P

ʮ ʯ ݺ ։ �ਓスλ ό Π に・ ・ ・   の ・ Εϯ

ʮ ʯ ݺ ։ �ਓ େ◌ୖ ใスλ ό Π に・ ・ ・   の ・ Εʢ ʣϯ

 ݄◌・

 ݄◌・

P � �ༀ ෆ ◌े/ の ・  認ͳ  ݄◌・

� ҧ ͑ൈ◌ ෦ औ/ P Ґ の Γ  ݄◌・

ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ/ P ・ の Γ  ݄◌・

 � ։ମ  ◌ൃ త ൈ◌  ม/ P Ґ の  ɾ   ・ ν ー のϡ ϒ ͳ  ݄◌・

/ P

/ P

/ P

151γーτのޡ  ҿ

ޡ  େ◌ୖ ใ151γーτの ҿ ʢ ʣ

ޡ  େ◌ୖ ใ151γーτの ҿ ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

 ݄◌・

༻ ྾Լൽ அ/ P ーτ Χテーテルのϙ ͼ  ݄◌・

/ P

/ P

 �༻   ༀ ༩ซ の の・

 �༻   ༀ ༩ େ◌ୖซ ใの の・ ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ˙

ᶚ  � �◌ྨ ◌ྫ◌ൃ ੳ　 ɾ 事 の ・
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ఏ   ݅◌  ݄◌/ P λΠτル ・ ・

/ P

/ P

 �ը ૾ அ ॻ ෆใ・ の 認 ・

 �ը ૾ அ ॻ ෆ େ◌ୖใ ใ・ の 認 ・ ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

৯ ఏ  / P Ξ ルΪ ーの・ る ・ のϨ  ݄◌・

 �ཧප அ ॻใ/ P ・ の 認・ Ε  ݄◌・

� ݕ ҧ ͑ઢ  ◌ऀऔ◌์  / P の ΓͰ  ݄◌・

/ P

/ P

��  � ҧ ͍ༀ ◌ྔ  ॲ ସ� ॲ◌ํ ◌ํΛӃ ・ の に・ Γ る の

��  � ҧ ͍ༀ ◌ྔ  ॲ ସ� ॲ େ◌ୖ◌ํ ◌ํ ใΛӃ ・ の に・ Γ る の ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

/ P

/ P
◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই・ ΧテーテルにΑる・

◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই େ◌ୖ ใ・ ΧテーテルにΑる・ ʢ ʣ

 ݄◌・

 ݄◌・

ӷ  � ࿏ճޡ  ։ ◌์/ P ・ ・ ・ υ φーδ Λ する の ΓϨ  ݄◌・

◌ྨಈ�  ◌ൃ త ൈ◌  / P Ҡ のυ ー ɾ ν ー のϨ ϯ ϡ ϒ ͳ  ݄◌・

ޡ    அ/ P ・ ・ Έ にΑるΧテーテルɾ ν ー の ・ϡ ϒ  ݄◌・

 � ҧ ͍༩ ◌ํ ๏  / P Χ ・ ・ の・Ϧ Ϝ  ݄◌・

 � ҧ ࢍ ͑ ૠ ◌ೖ� औ/ P  υ ー の ӈ の ΓϨ ϯ  ݄◌・

ࢦࣔ  ͍ ҧ ޱ ղ಄ ऍ  / P の  ݄◌・

� ݻ  � ߅ �  ߅  ։খ ൘ ◌݂/ P   ɾ の ・ Ε  ݄◌・

ҧ ͑༩ༀ  ◌ऀऔ/ P の Γ  ݄◌・

ଞࢪ ◌ઃ� ৯ छ ෆใ/ P Βの ・ の 認 ・  ݄◌・

ͨ͠�  � ҧ ͑◌ྨ ༀ֎ औ/ P  の の Γ  ݄◌・

ӷ ࢶ͔  �༌ த  ◌݂/ P の・ Βの  ݄◌・

 � ҧ ͑ʵ ʵ֎ Պखज़ ෦ औ ਆ खज़ܦ/ P Ґ の ӈ の Γ ・  ݄◌・

ࢧ͑  ◌ऀ స/ P Φーό ーテー ルΛ に・ ・ の ・ϒ  ݄◌・

ࢍ  ։େ◌  ◌์/ P  υ ー の ・ のϨ ϯ  ݄◌・

༻ ই/ P ホοτύ οク ・ の・  ݄◌・

ཧපݕ ମ ఏ ग़ະ/ P の  ݄◌・

ࢠ ֎◌ं ই/ P Ҝ の οτ スτにΑるϑ Ϩ  ݄◌・

 � ࢭ � ݕ Ԇༀ த खज़/ P の の・ ΕにΑる ɾ の   ݄◌・

 � ʵ � ݕ ࢹ ʵཧ Խප அ ॻ ◌্ ෦ ফใ/ P ・ の 認・ Ε  ・  ݄◌・

ᶃ ʵ ʵखज़� ଘ/ P のΨーθの・ ΨーθΧ・ τϯ  ݄◌・

ᶄ ʵ ʵըखज़� ଘ ઢ ૾/ P のΨーθの・ 9 の 認  ݄◌・

� υ ͔༻ མখ స/ P ο Βのϕ  ݄◌・

༺ޡ  ༀ ༩੩/ P ・ に・ する・ ・ の ・  ݄◌・

ই/ P ύ ルスΦΩγ ーλ ー にΑる・ϝ ϓ ϩ ϒ  ݄◌・

த ৺ ੩ ଘ / P ΧテーテルのΨΠυ Π ーの・ϫ Ϡ  ݄◌・

� ։◌ૉ ખ ະ/ P の の  認ϕϘ ϯ  ݄◌・

P � �  � ༀࢦࣔ  ༰ ࿙ॲ ଓ ॲ◌ํ /ܧํ◌ の ・ Λ する の ɾ Ε  ݄◌・

Ԍ  � ◌ྍԽ Խ◌੍  ੑ໔ ๏ /ܕ P Ӹ ・ ɾ にΑる#  ・ Πルスの  ݄◌・

ݺ ࿏ճ ֎ਓ ଓ/ P ・   の の・ Ε  ݄◌・

◌ྍ  ࿈   ഭ ই/ P ҩ にΑるѹ ・  ݄◌・

ݺ ݺ ҧ ͍࿏ճਓ ଆ  ଆ ଓ  / P ・   の  の ・ͱ  ݄◌・

 �ॻ ੳ　 本報告 では、 分 対象期 に報告さ れた 発 �◌ྨ ◌ྫ ◌ྍ औ ◌্�・ 事 のう ・ 、 ҩ 安全情報/ P で り

ʮ ҧ ͑ʯ ʮཧ ◌ྍප அ� ମ औ औ ◌্�た ・ の検 り と 、ҩ 安全情報/ Pで り た パルス Φキシメ ータ プロ ー

ʯ  �◌ྫ հই ◌ৄブによ る ・ について、 事 の を ・ する 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ˙
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̍ ʳʲ ݕ ҧ ͑ཧ ◌ྍ◌ ප அ� ମ औ શ ใ /・ の Γ ʢ ҩ ・ Pʣ

ɹ ɹ ʵ ݕ  � ࣨ ݕ � ݕ  �ɻཧ ཧ ཧ Ռମ औ ප ఏ ग़ ମ ॲ ප அ ใ ◌݁の ʙ ・ の ʙ ʙ ・ ʙ の

ʢ ̍  �ঢ়  ใʣ

ެ◌ ݸ  ◌ެճ ճ� େ◌ ୖ ॻ ද େ◌ୖ ॻ ද ผ ݄◌  ݄◌報告 ʢ ・ ʣ ʙ 報告 ʢ ・ ʣ の のテー の検討状況Ϛ

ʮ ʯ ނཧ ◌ྍ ཧ ◌ྫප औ ◌্� ප ੳ த େ◌ୖで、 に関連し たҩ 事 を り 、 検査に関する 様々な事 を 分 し た。 その の

ʮ ͑ ҧʯ ◌ެճ ॻ ද ମ औ ◌ৄ ੳ ݄◌報告 ʢ ・ ʣ では、 検 り について し く 分 を 行っ た。

ʮ ҧ ͑ʯ◌ྍ ཧප அ� ମ औ  ݄◌　 その後、 ҩ 安全情報/ P ・ の検 り ʢ ・ 提 ʣ では ผ、 の患者の

ҧ ͑ཧ ◌ྫප ମ औ検 と り た 事 について ・ ҙ   を 行っ た  ◌ެճେ◌ୖ ॻ ද ݄◌。 さ ら に、 報告 ʢ ・ ʣ

 � �  ◌ެ◌ྨ ◌ྫ ◌ྍ ◌ྫੳ ද ੳの 発・ 事 の分 では、 ҩ 安全情報/ P を 後に報告さ れた事 について分 を 行い、

◌ྫ հओ な事 を ・ し た。

ճ ॻ ੳ　 今 、 本報告 の分 対象期 ʮ◌ྍ ཧප அ� ମ औ ݄◌  ݄◌ʢ ・ ʙ ʣ にҩ 安全情報/ P ・ の検

ҧ ͑ʯ �  �◌ྨ ◌ྫ औ ◌্� ݅◌り の の事 が 報告さ れたため、 り る こ と と し たͼ ճେ◌ୖ ॻ 。ܭ 報告 の集 期 

Ҏ  � �◌ྨ ◌ྫ ߱◌ ݄◌  ݅◌後の・ に報告さ れた 発・ 事 は であっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍ ʮ ݕ ҧ ͑ʯ  �ཧਤ ද ප அ� ମ औ ใ  ݅◌ɹ ・ の Γ の ・

 ߹ ݄◌  ݄◌  ݄◌ ・ܭ◌݄  ʙ ʙ ʙ ʙ

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・ ・

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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ᶚ ʵ ̍ʵ ̎ ʮ ݕ ҧ ͑ʯ◌ྍ◌ ཧਤ ද શ ප அ� ମ औใ /ɹ ҩ ・ P ・ の Γ

ʢ ̎ �ཧප ݕ ओ ఔʣ の ・ͳ
 �ཧ ◌ྨප அ ମ छ ඪ๔　 検査は、 組織・ 、 ・ など の・ 方法や、 検 の によ っ て 本を 作・ する ・ 程にҧ いが

�ཧମ औ ඪ ප அ ॻ ◌ෳあり 、 検 の採 から 本の作・ 、 ・ 報告 の作成の に、 な・ 程を 経る 。 ま た、  ・ の

◌ྀྲ ◌ྍ ◌ྫ ֊ஈ ମ ग़ લ ग़れはҩ 機関によ っ て様々である 。 こ こ では、 事 の発生 を 検 の提 と 提 後に分けて、

ओ な・ 程を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̏ �ཧਤ ݕ ද ප ओ ఔɹ の ・ͳ

�◌ྫ ֊◌ൃ ੜ ஈ ॴ ୲ ◌ऀओ ఔの ・ ・ ・ͳ

ମ ग़ લ検 の提
手術・ 、

内ࢹ ࣨ など

ࢣ ମ औҩ 検 の採

ࢣ ҩࢣ ・  護 ମ ష検 容 への保存、 ラ ベルの 付
˞

ཧൖ ૹ ප ग़者 検査・ への提

ମ ग़検 の提 後
ཧප 検査・

ྟ◌ࢣ চ 検査技

ମ ड検 の 付

ཧମ ॲ検 の

ཧප ඪ ग़ҩ への 本の提

ཧ ཧප ප அ ॻҩ ・ 、 報告 の作成

དྷࢣ ཧ֎ප ౩ ප அ ॻ、 など ҩ ・ 報告 の確認

ମ ష ४˞ ラ ベルは、 あら かじ め検 容 に 付し て 備し ておく ・ 合も ある 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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�◌ྫ
ʢ ̏ʣ の 要

̍ �◌ྫ ◌ྨ֊◌ൃ ੜ ஈʣ にΑる の・

ʮ◌ྫ ◌ྨ ◌ྫ֊ஈ ମ ग़  ݅◌　 報告さ れた事 を 発生 で分 し た 。 検 の提 後に発生し た事 が と 多かっ た。 その

ʯ ͑ ҧ◌ྨ ◌ྫ ◌ྫ֎ଞ ෦  ମ औ ݅◌に分 し た事 は、 者が検 を り た事 が ͑ ҧମ औ ݅◌ 、 ど の・ 面で検 り が

ʮ ʯ ʮ◌ྫ ◌ྫಛ ମ ग़ લ ମ ग़ ݅◌発生し たか 定でき ない事 が であ っ た。 検 の提 に発生し た事 と 検 の提 後

ʯ  �◌ྫ ◌ৄ ੳに発生し た事 について、 を 分 する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̐ �◌ྫ ◌ྨ֊ਤ ද ◌ൃ ੜ ஈɹ ɹ にΑる の・

�◌ྫ ◌ྨ֊◌ൃ ੜ ஈ  ݅◌にΑる の・ ・

◌ྫମ ग़ લ検 の提 に発生し た事

◌ྫମ ग़検 の提 後に発生し た事

ଞその

߹ ܭ

̎ ݕ ྨ◌� ݕ ཧମ छ ප తʣ の の・ͱ

◌ྫ ◌ྨ ཧ ◌ྨମ छ ප ମ छ औ　 報告さ れた事 の検 の と 検査の・ 的を ・ す。 検 の は、 生検で採 し た組織が

ཧප அ ݅◌  ݅◌と 多かっ た。 検査の・ 的は、 がΜの・ が であっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̑ ݕ ྨ◌� ݕ ཧਤ ද ମ छ ප తɹ ɹ の の・ͱ

ݕ ྨ◌� ݕ ཧମ छ ප త  ݅◌の の・ ・

औ生検で採 し た組織
அがΜの・

ප ਫ਼状の 査

আ ◌ଁ  手術で切 し た
ཧআ ◌ଁ  ප அ切 し た の ・

Ҩࢠ ・ 検査

த औ த ਝ அ手術 に採 し た組織 術 ・ ・

ӷத औ ମ ◌ෲ छ அບ手術 に採 し た ・ の・

ଞその

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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࿈ ◌ྍ Պ̏ ʣ  ・

 �◌ྫ ◌ྍ ◌ྍՊ Պ Պൻ　 報告さ れた事 の関連・ を ・ す。 様々な・ が報告さ れている が、 ・  が も 多く 、

ҧ ͑ ◌ྫલ થ ମ औ全て 立 生検の検 を り た事 であっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̒ ࿈ ◌ྍ Պਤ දɹ ɹ  ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・
࿈ ◌ྍ Պ ݅◌ ・  ・  ݅◌ ・

Պൻ ・  ᢄ ֎ Պ ・

ݺ ֎ Պ  ӷ Պ ◌݂ 内

ݺ Պ  内 ֎ Պܗ整

Պফ 化 ֎ Պ◌ೕ થ

� Պࢍ ޱ  ֎ Պ Պ◌් ਓ

 �֎ Պ಄ ෦ ܱ◌  なし

◌ྍ
Պ ճ Մ◌ෳ˞ 関連・ は ・ ・ が 能である 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̐ ݕ ҧ ͑ମ औ ʣܖऀ◌   の Γ に ・ ・ ・ ・  ɾ ・ のӨ  ͱ
ҧ ͑ମ औ　 検 の り に 付いた・ 期 ・ܖ 機と 患者へのӨ  を ・ す

◌ྫ  ݅◌  ݅◌。 報告さ れた事 のう ・ は

ҧ ͑ ҧ ޡ ͑ ◌ྍ લ औ ମ औっ た・ を 行う に り に 付いたため患者へのӨ  はなかっ たが、 検 を り たこ と

དྷ ◌ྍ ◌ྫ  ݅◌によ り 、 本 必要のない・ を 行っ た事 も 報告さ れていた。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̓ ݕ ҧ ͑ਤ ද ମ औ ɹܖऀ◌   ɹ の Γ に ・ ・ ・ ・  ɾ ・ のӨ  ͱ

ݕ ҧ ͑ମ औの Γ に

 ・ ・ ・ ・  
・ ܖ ・ ・   ݅◌ ・

 ◌ऀ ・ の

Ө  

ମ ग़�検 の提
ମ◌໊ の患者の検 は同じ 組織であ っ たが、 大き さ

がҧ っ た。

Ө  なし

ޡ  ◌ྍ
ʢ っ た ・ を 行

ҧ ͑લ औう に り に

 付いたʣ

 �検 し た ཧපݟ ෦ ॴҩ が Ґ によ る のҧ いに 付いた。

த ਝ அ  ◌݁術 ・ ・ の 果

 �ओ�を ҩ に・ ・ た
�ओݴ ମ ग़ҩ から 検 を 提 し ていないと Θれた。

֎ ◌ొ ◌݁・ 検査の 果の

・ ・

ྟ◌ࢣ ֎চ ඪ検査技 が、 ・  者がラ ベリ ングし た 本

 �߸ ߸൪ ൪と 、 当Ӄ でプ パラ ート に し た組織Ϩ

がҟ なっている こ と に 付いた。

�  �◌ྍ લを 行う に 度

 �ཧප 検査を し た

ճ ճ ဃલ  ◌݁今 と の 果と ・ し ている こ と がΘかり 、

ࢣ  �◌ྟ ճচ લ ඪ検査技 が の 本を 確認し た。

ඪ手術 本から 作・ さ

Ӭ ඪ அれた  本で・

 �し た

�ओݟ த ਝ அ ॴ  ◌݁ҩ が術 ・ ・ のѱ 性 なし の 果に 

 � ମ ग़ அ・ を持・ 、 度検 を提 し たと こ Ζѱ 性と ・

༧ ཧපさ れ、 定通り 手術を行った。 ҩ が手術で切

Ӭআ ඪし た  本と ճ த ਝ அ ඪ、 ・ の術 ・ ・ の 本

がҧ う こ と に 付いた。

ཧମ ॲ த検 の

ӷ ◌ྟମ ମ ◌ෳ ग़ চ同じ 検 ʢ ʣ が ・ 提 さ れたため、 検

ࢣ ͥ �ମ査技 が つの検 容 に た後 、 手にし てい

ମ ష ◌໊た検 容 に 付さ れていたラ ベルの患者 がҧ

う こ と に 付いた。

必要な検査ができ

なく なった

আ手術で切 し た組織

ཧප ग़を 検査に提 し

 �た

� ᴥ◌ྍ ཧલ ମ আ ମ ප அ  ◌݁の検 と 切 し た検 の ・ 果に

ᴪ があった。

དྷ
本 必要のない

�◌ྍ
を行っ た

�◌ྍ ◌ྍଞ後、 Ӄ で・

ମ ◌ି継続のため検 の

པग़し し ґ があっ た

�

औ ग़患者のプ パラ ート を り し たと こ Ζ、 がΜとϨ

அ・ でき る プ パラ ート がなかった。Ϩ

◌ྍ Պ・ で過 のσー

 �◌ূタ を検 し た

ྍ◌ࢣ Պ ॻ◌໊・ ҩ が、 の患者の報告 の内容に不Ұ

க がある こ と に 付いた。

 � �◌ྨ ◌ྫ
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 �དྷ ◌ྍ ◌ྫ ◌ৄ ݅◌　 次に、 本 必要のない・ を 行っ た事 について、 患者へのӨ  の を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̔  �ਤ ද  ◌ऀ ◌ৄɹ ɹ ・ のӨ  の

 ◌ऀ ・ の

Ө  

 �◌ৄ
 ݅◌ ・

 ◌ऀ 9  ◌ऀ :

དྷ
本 必要の

ない手術を

行った

લ થ আ必要のない 立 切 術を 行った。
◌ྍલ થ立 がΜの・ 開始が・ ・ ・ れた。

 � なし

ॴ আ必要のないң  切 術を 行った。

ʮ ʯ ྑ◌ޡ  ᢄ ◌݁生検の 果は 性 組織 と って

ज আᙾ・ ・ ら れたが、 患者が 切 を  ・

し たため手術を 行っていた。

 �  �◌ৄ ◌ৄ不明 不明

དྷ
本 必要の

◌ྍ
ない・ を

行った

 ◌ྍ◌ೕ がΜの術後、 化 法を 行う べき と

◌ྍ
こ Ζホルモン 法を行った。

◌ྍ◌ೕ がΜの術後、 ホルモン 法を行う べ

 ◌ྍ
き と こ Ζ化 法を行った。

　

◌ྍલ થ必要のない 立 がΜの・ ʢ ホルモ

◌ྍ ◌ྍઢ�◌์  ン 法およ ʣ を行っ た。ͼ  � なし

߹ ܭ

ʢ ̐ ݕ �◌ྫମ ఏ ग़ લ ◌ൃ ੜ� �ʣ の に

◌ྫମ ग़ લ ੳ ݅◌　 検 の提 に発生し た事 を 分 する 。

̍ ◌ൃ ੜ ॴʣ ・

ॴ　 発生・ を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̕ਤ ද ◌ൃ ੜ ॴɹ ɹ ・

◌ൃ ੜ ॴ  ݅◌・ ・

手術・

དྷ֎ ॲ ஔ�

 � ප߇ ౩

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̎ ݕ �◌ྫ ࿈ ◌ྍ Պମ ఏ ग़ લ ◌ൃ ੜ� �ʣ の に の ・

◌ྫ ◌ྍ Պ ݅◌　 報告さ れた事 の関連・ を ・ す。

　

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̌ ࿈ ◌ྍ Պਤ දɹ ɹ  ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・  ݅◌ ・

Պൻ ・  

֎ Պ಄ ෦ ܱ◌

� Պࢍ ޱ  ֎ Պ

߹ ܭ

� ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ ̏ܦ ʣ ・ ・ ・ͱ
ݧ ◌ྍ৬ छ ৬ छ ৬ छ　 当事者 と 経 ・ ・ を ・ す。 なお、 当事者 と は、 当 ҩ 機関から 当事者と し て報告

◌ྫ ཧ৬ छ ମ ग़ લ ମ ग़ ॲさ れた である 。 検 の提 に発生し た事 ではある が、 検 の提 後の に関Θっ ていた

ྟ◌ࢣ ◌ྫচ 検査技 が報告さ れた事 があっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̍ � ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ɹ ・ ・ ・ͱ

�◌ऀ ৬ छ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
Ҏ ◌্ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ・

ҩࢣ

� Պࢣ ҩ

護 ࢣ

ྟ◌ࢣ চ 検査技

ճ Մ৬ छ ◌ෳ˞ 当事者 は、 ・ ・ が 能である 。

̐ ҧ ͑ ༰औʣ Γ の・

ҧ ͑◌ྫ औ　 報告さ れた事 の り の内容を 発生・ 面・ と に・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̎ ҧ ͑ ༰ਤ ද औɹ ɹ Γ の・

ҧ ͑ ༰◌ൃ ੜ औ໘  ݅◌・ Γ の・ ・

ମ検 容 への保存 ҧ ͑ମ औ検 容 の り

ମ ష検 容 へのラ ベルの 付 షラ ベルの り  ҧ い

ҧ ͑ཧප ग़ ମ औ検査・ への提 検 容 の り

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
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̑ �◌ྫ ༰
ʣ の・

◌ྫ հମ ग़ લ ओ　 検 の提 に発生し た な事 を ・ する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̏ � ݕ �◌ྫ ༰ ◌ྫਤ ද ମ ఏ ग़ લ ◌ൃ ੜ� �ɹ ɹ の・ ʢ の に ʣ

� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ݕ ݕ ҧ ͑༰  ༰  
ମ ଘ ମ औอ・ の ɿ の Γ

ൻ14" OHN -に て当Ӄ ・  Պ հを ・

ड લ થ・ し た 患者9 に、 立 生検を 施行

しܕ た。 定 通り ϲ ॴ ग़  ◌݂を 生検し 、

◌ྃ
ऴ ि◌がな いこ と を 確認し て し た。

 後
ཧ

ප அ、 患者9 と 家・ に 組織・ で

લ થ立 がΜであ っ たこ と を 説明し た。

ප  ◌ෲ෦期を 定め る た め、 造Ө $5検

 �લ થ .査、 造Ө 立 3*検査な ら に シͼ
ン チグ ラ フ ィ 検査を 施行し た。 . 3*検

जݟ ॴᙾ査では、 明ら かにѱ 性 を  う

◌ྍ
֎ Պはなかっ た。 その後、 的・ を  

◌ྍ
ಘめ、 患者9 よ り ・ 方・ の同ҙ を た。

Պൻ ◌ೖ・  に Ӄ 後 、ෲ◌ࢍ  ロ ッ ト 支援Ϙ

Լ લ થ ఠ 立 全 術を 実施し た。 術後大

き な ・ ・ はな く 経過し 、 術後 ・ ・ に

ཧ
◌ୀ පӃ と な っ た。 同・ 、 検査・ から

◌ྍ
ମ පҩ 安全・ へ、 患者9 の術後検 の

ཧ
அ ମ औ ◌݁・ 果から 生検・ の検 の り ҧ

͑ Մの 能性がある と 報告があった。 ϲ

དྷ
Պ ֎ൻ ओ� ݄◌ 後、 患者9 の ・  にて

ඪҩ よ り 、 患者9 の手術 本から はѱ 性

जࢫ ᙾ が認めら れなかっ た を 説明し 、

ཧ༝
その と し ては同・ に生検を し た患

ҧ ͑ମ औ者: の検 と り た こ と を 説明し

ମ औた。 その後、 % / "  定にて検 の り

ҧ ͑ དྷ ◌ྍ
डが確定し た。 本 を ける べ

◌ྍ
き 患者: には、 ・ の開始が・ ・ ・ ・

පれた こ と を 説明し た。 患者: に 期・

◌ྍ
அ 後に開始する ホ ルモン 法を 開始す

◌ྃ
ಘる こ と を 説明し 、 承が ら れた た

◌ྍ
め、 ・ を 継続し ている 。

લ થ・ 立 生検・ に、 患者9 と 患者: の

ମ લ ష ମ検 ラ ベルを 事 に 付し た検

容 が、 ॴ ஔ同じ ・ に かれていた。

ମࢹ ମ・ 検 容 と 検 ラ ベルを ・ で確

認し ていた。

ݟ ཧࢥ
ප ථ ◌໊・ ・ の患者 の  ҧ いや

Մい込みの 能性があっ た。

・ి◌ࢠ カルテで患者のリ ス ト ό ン ド

ମ ◌ূと 検 ラ ベルを ό ーコ ード 認 す

る 手順になっ ていなかっ た。

ʪ ނ ཧ
લ લ થ ප・ 事 発生 の 立 生検 検

ʫ◌ྲྀ
ମ の れ

དྷ
֎ ମʣ 手術の・ 合、 検 ラ ベル

དྷ
֎は で 発行さ れ、 手術当・

・୲にࢣ  り 手術の 当 護 が

ཧ
ප ମ ମ検 ラ ベルを 検 容 に

ཧ
ష ප ථっ て ・ 、 必要・ ・ と

४と も に ΰ ンに 備し ておく 。ϫ

ࢣ ମ औ ୲ʣҩ が検 の 採 を 行い、

ࢣ औ ମ ප当 護 は採 し た 検 を

ཧ
ମ ష ମ検 ラ ベルが ら れた 検

◌ೖ容 に れる 。

ࢣ ཧ
ප ථʣ生検後、 ҩ が ・ に必

 ߲◌  ◌ೖ要事 を し ମ、 全て の検

ཧ
ප ථ容 と ・ を 、໊◌ࢯ 患者

ష ◌ାシ ールが ら れた ニ ールϏ
◌ೖ ෧に れ、 を し て 患者・ と に

保 する 。

◌ྃ
ऴʣ全患者の 生検が し た 後、

ࢣ ମ ग़ҩ が手術・ にあ る 検 提

ஔ き ・ に持っていく 。

ମ ஔ ஔ ମʣ 検 き ・ に かれた検 は、

ཧ ཧ
߸ප ථ ප ൪ ମ・ の と 検 ラ

ཧ
ష ප ൪ベルに 付さ れて いる

ࢯ ߸ݸ ମ◌໊・ 患者 ・ 検 容 の

ग़・ を 確認し て提 する 。

◌ෳ ◌໊・ 連続し て ・ の生検を 行う ・ 合

ମ ॴ ஔは、 検 容 を 同じ ・ に か

ͣ ෦ ४ผ、 々の ・ でҰ 患者・ つ 備

する 。

ମ・ 患者のリ ス ト ό ン ド と 検 容 に

ష ମ付し た検 ラ ベルを、 ό ーコ ー

◌ূド 認 する 。

લ થ・ 立 生検 ニュ ア ルを 改正しϚ 、

◌্  手順を明 し た。

ʪ ނ ཧ
લ થ ප・ 事 発生後、 立 生検 検

ʫ Ҏ◌ྲྀ
Լମ の れ の ʣ、 ʣ を の ʣ

มʙࡊ  ʣ に し た。

དྷ
֎ ମʣ 手術の ・ 合、 検 ラ ベル

དྷ
֎は で 発行さ れ、 患者と  

に手術・ 内に運ばれ、 患者に

ண ମ・ し た リ ス ト ό ン ド と 検

ラࢣ ベルを  護 ◌໊ でό ーコ ー

◌ূド 認 する 。

◌ূ ମʣ患者認 さ れた 検 ラ ベルを

ࢣ ମ షҩ が検 容 に 付する 。

લࢣ થ ମ औʣ 立 生検の検 採 はҩ

ࢣ ࢣ ମが行い、 ҩ と  護 で 検

షࢯ ◌໊容 に 付し た 患者 ・ 検

߸ମ ൪ を ダ ブルチΣッ ク し な

ࢣ ମ ◌ೖがら 、  護 が 検 容 に

れる 。

ྀྲ◌ނ 
എ ʢܠ その後の れは、 事 の

 � ނ  લ要Ҽ に さ れた 事 発生

ʪ ཧ ◌ྲྀ
લ થ ප ମの 立 生検 検 の

ʫれ のʣ ʙ ʣ と 同じ ʣ

 � �◌ྨ ◌ྫ
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� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ݕ ҧ ͍༰  
ମ ష ష・ の ルの ・ ɿ ルの Γ ϕ ϕϥ ϥ

લ થ患者9 の14" はOHN -で 立 生検

ཧ
ප ૾ ◌݁を 行っ たと こ Ζ、 果にѱ 性 を

அ認めたため、 ・ から ϲ  ݄◌ 後、 ロ Ϙ ッ

Լ લ થ ఠ ग़ ఠ ग़ト 支援 立 全 術を行った。

લ થ ඪ அ  ◌݁し た 立 の 本の・ 果は、 組織

݁◌ અࢥ  、的にܗ 性過 成と H( 1*/ と Θれ

થ るܕ  ҟ ମを認める が、 生検検 でみら

૬ݟ ॴれた( MFBTPO 4DPSF や 当の はな

かっ た。 患者: は14" が OH N -

ཧ
લ થ පで、 立 生検を 行っ たと こ Ζ、

அ ૾  ݄◌・ ではѱ 性 は認めなかった。 ϲ

ഉ ଶ後も 14" はOHN -で、 ・ 状 が

 � ճѱ 化し た た め、 生検を 行っ た。

ཧ
ප  ◌݁・ の生検の 検査の 果では、 本

த લ થ本 に( MFBTPO TDPSFの 立

ᴥ ᴪճલ  ◌݁がΜを 認めた。 の検査 果と

ճલがあ っ たため確認し たと こ Ζ、 の

લ થ ड検査当・ に、 患者9 も 立 生検を

ཧ
ප த ◌݁け て お り 、 果 は 本 本 に

લ થ( MFBTPO TDPSFの 立 がΜを 認

அめる と いう ・ がさ れていたこ と がΘ

かっ た。

લ થ  ݅◌・ 立 生検を Ұ ・ に・ ・  で・

行っ ていた。

◌ෳ ମ・ 手術・ 内で、 ・ 患者の検 容 

ॹを Ұ に保 し ていた。

・ 作 手順は ◌ෳ、 当・ の ・ の生検が

◌ྃ
ऴ ମ ମ後、 検 容 に検 ラ ベルを

ష る こ と になっ ていた。

◌ྃ
ऴ ମ ݅◌・ の生検が する 度に、 検

ମ ష容 に検 ラ ベルを る 。

ମ ॴ・ 検 容 の保 ・ を 患者・ と に

ଞ ମ ॹ分け、 患者の検 容 と Ұ に

ஔ かない。

ݕ ҧ ͑༰  
ఏ ग़ ମ औɿ の Γ

�Լઉ患者9 は がΜ、 患者: は  ・ がΜ

�Պडの手術を けた。 手術を 行っ た ҩ

ࢣ ୲" 、 #は、 それ・ れの 当患者の手術

আ ମ ମ ◌ೖで切 し た検 を 検 容 に れ ප、

� ࢣ ౩߇ ஔのҩ に いた。 その後、 患者

ཧ
ओ� ප9 と 患者: の ҩ $、 % は、 検査

ཧ
පのΦーダを それ・ れ行い、 検査・

ମ ग़ ମ පに検 を 提 し た。 検 を 確認し た

ཧ
ମ ◌ೖ ସҩ が、 患者9 と 患者: の検 が れ

Θっ ている こ と に 付いた。

� Պࢣ ମ・ ҩ " 、 #はど ・ ら も 、 検 容

ࢯ  �◌໊ に患者 を  し ていなかっ

た。

ମ・ 検 容 に 患者໊◌ࢯ の   �が な

� Պओ�かっࢣ たが、 ҩ の ҩ $、 %

ແ  ◌໊はど ・ ら も 、 であ る こ と の

ఠࢦ や、 患者確認を せ・ 、 手に

ཧ
औ ମ ප ग़っ た検 を 検査・ に提 し

た。

 �ମ ମ ◌ೖ・ 検 を 検 容 に れる は、 検

ମ ग़�提 の手順を 遵守し 、 必・ 患

ࢯ  �◌໊者の を容 に する 。

ࢯ  �ମ ◌໊・ 検 容 に患者 が さ れて

�Պମ ◌ೖいない・ 合は、 検 を れた

ҩࢣ に必・ 確認する 。

ࢯ  �ମ ◌໊・ 検 容 に患者 が さ れて

ແ  ◌໊いない・ 合は、 であ る こ と

ࢦ  �ఠを し 、  する よ う ・ ・ る 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̒ �◌ྫ എ ʣܠ の ɾ 要Ҽ

◌ྫ ཧओ എ 　ܠ 報告さ れた事 の な ・ 要Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̐ �◌ྫਤ ද എ ɹܠ ɹ の ɾ 要Ҽ

˓ ݕ  � �༰  ◌ෳ  ◌ऀ ମ・ の の の

ମ ష ମ ॹ ஔ◌໊・ 生検・ 、 検 ラ ベルを 付し た 分の検 容 を Ұ に いていた。

◌ෳ ମ ◌ೖ ॹ ஔ・ 手術・ 内で ・ の患者の検 が った容 をҰ に いていた。

� Պࢣ ମ・ 患者9 、 患者: の手術を それ・ れ行っ た ҩ " 、 #は、 検 容 ࢯ◌໊に患者 を  �  � ප߇ ౩ ஔせ・ に

いていた。

˓ ະ  認

◌ೖ� ମ ష◌໊・ の患者の生検を行う こ と になっていたが、 患者が検査・ に 後、 検 容 に ら れたラ ベルの患

ࢯ ୭◌໊者 を も 確認し ていなかっ た。

ࢣ  �ମ ష・ ҩ は、 検 容 にラ ベルを る に औ ◌ೖ、 ・ 分で採 し た組織が っ ている こ と を 確認し なかっ たʢ 組

織の大き さ がҧ う ため、 確認し ていれば 付く こ と ができ たʣ。

ࢯ  �ओ� ◌ೖ ମ ◌໊・ 患者9 、 患者: のそれ・ れの ҩ は、 組織の っ た検 容 に患者 の がなかっ たが 、 ど の患

Θ ͣମ ମ ग़者の検 か確認を行 に検 容 を 提 し た。

˓ खॱ ෆඋの

◌ྃ◌ෳ ऴ ମ ష・ 当・ に行う ・ の生検が 後に検 容 にラ ベルを る 作 手順であ っ たため ష、 ラ ベル 付・ に検

ҧ ͑ମ औ容 を り た。

ମ・ 患者のリ ス ト ό ン ド と 検 容 ష ◌ূに 付さ れたラ ベルを ό ーコ ード 認 する 手順になっ ていなかっ たた

ମめ、検 容 ࢹ ࢯ ཧපݟ ථ ◌໊の確認を・ で行っており 、 ・ の患者 の ࢥ  Մҧ いや い込みの 能性があった。

˓ � தஅ の

ࢣ ମݺ ◌ೖ ◌్ த・ ҩ は検 を 容 に れる 作 を し ている で ばれ ମ ష தஅ、 検 容 にラ ベルを 付せ・  ・ を し

た。

̓  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ʣ ҩ Β

◌ྍ ओ　 ҩ 機関から 報告さ れた な改善策を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̑  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ɹ ҩ Β

˓ ݕ ༰  ମ ஔ� ◌ํの

ମ ॴ・ 検 容 の保 ・ を患者・ と に分ける 。

◌ෳ ମ ॴ ४◌໊・ 連続し て ・ の生検を 行う ・ 合は、 検 容 を 同じ ・ に 備せ・ ෦ ४ผ、 々の ・ で患者・ と に 備

する 。

˓ పఈ 認の

ࢣ  � ࢣ ମࢯ ష ◌໊・  護 は検 容 にラ ベルを 付する 、 ҩ と と も に患者 を確認する 。

ࢯ  � ମࢣ ମ ◌ೖ◌໊・ 検 容 に患者 が さ れていない・ 合は、 検 を れたҩ に確認する 。

˓ खॱࡊ  มの

◌ྃऴ ମ ష・ 全ての生検が し た後に検 容 にラ ベルを る 手順から
◌ྃਓ ऴ ମ、 の患者の生検が する 度に検 容

షࡊ  ม にラ ベルを る 手順に する 。

ମࡊ  ష ◌ূ ม・ 患者のリ ス ト ό ンド と 検 容 に 付し たラ ベルをό ーコ ード 認 し て確認する 手順に する 。

˓ ͦ ଞの

 � ࢯ  �ମ ମ ◌ೖ ମ◌໊・ 検 を検 容 に れる は手順を遵守し 、 必・ 患者の を検 容 に する 。

ཧࢯ ཧମ ॲ த தஅ ॲ ◌໊・ 検 の に作 を する ・ 合は、 者や患者 がΘかる よ う にし ておく 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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ʢ ̑ ݕ ޙ � ◌ྫମ ఏ ग़ ◌ൃ ੜ� �ʣ の に

◌ྫ ཧମ ग़ ੳ ॴ ප ݅◌　 検 の提 後に発生し た事 を 分 し た。 発生・ は、 全て 検査・ であっ た。

̍ � ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ ʣܦ ・ ・ ・ͱ
৬ݧ छ ৬ छ　 当事者 と 経 ・ ・ を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̒ � ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ɹ ・ ・ ・ͱ

�◌ऀ ৬ छ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
Ҏ ◌্ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ・

ྟ◌ࢣ চ 検査技

ҩࢣ

ճ Մ৬ छ ◌ෳ˞ 当事者 は、 ・ ・ が 能である 。

̎ ҧ ͑ ༰◌ൃ ੜ औ໘ʣ ・ Γ の・ͱ
ҧ ͑◌ྫ औ　 報告さ れた事 の発生・ 面と り の内容を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̓ ҧ ͑ ༰ਤ ද ◌ൃ ੜ औ໘ɹ ɹ ・ Γ の・ͱ

ҧ ͑ ༰◌ൃ ੜ औ໘  ݅◌・ Γ の・ ・

ମ ड ड検 の 付 付 ҧ い

ཧମ ॲ検 の
ҧ ͑ମ औ検 容 の り

ҧ ͑औย組織 の り

ཧප ඪ ग़ҩ への 本の提
ҧ ͑ඪ औ本の り

ཧප அ・

߹ ܭ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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ҧ ͑  �༰औ ◌ৄ̏ ʣ Γ の・ の

ҧ ͑  �  � ◌ྫମ औ ◌ৄ ओ　 検 の り の内容について、 が さ れていた な事 を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̔ ҧ ͑  �༰ਤ ද औ ◌ৄɹ ɹ Γ の・ の

◌ൃ ੜ ໘・
ҧ ͑औ Γ の

༰
・

 �◌ৄ

ମ ड ड検 の 付 付 ҧ い
༧ ཧ ◌ྃத ਝ அ ମ ॲ ऴ ݅◌ の術 ・ ・ を 定し ており 、 手術・ の検 が し 、 手

ମ ग़術・ から の・ 加検 を ・ っ ていた。 その後、 手術・ から ・ 加で さ

ࢥ Μ ͩମ ग़れた検 を手術・ から 提 さ れたも の・ と い込 。

ཧମ ॲ検 の

容 の

ҧ ͑औ り

 � ཧମࢼݧ ॲ ମ患者9 の検 の 、患者: の検 容 が・ 加検査に備・ て  ラ ッ

ҧ ͑ஔ ମ औク に いたま ま になっており 、 検 容 を り た。

◌ෲ ਫ ◌ೖ患者9 の が っ たス ッ πϐ ӷᢄ ◌ೖ本と 患者: の が っ たス ッ πϐ 本

が同じࢼݧ  ラ ッ ク に立ててあり ӷ  �ᢄ ମ、 の検 を ま と める に患者9 の

◌ෲ ਫ ◌ೖ औの ったス ッ πを ってし ま っ た。ϐ

ମ ◌্検 容 の の に、 ࢯ ॻ◌໊  患者 を 手 き し た患者9 と 患者: の包 カセッ

ஔト を  に いた。

ย組織 の

ҧ ͑औ り

 �ౚ ബ ൪   ◌݁ ブロ ッ ク を 切する に、 患者9 の の包 ブロ ッ ク を 患者: の組

ࢥ ബ ඪ織と い込Μで 切し て 本を 作・ し た。

ཧප ҩ への

ඪ ग़本の提

ඪ 本の

ҧ ͑औ り

ཧ པප ॻ ग़ ॴ औҩ に患者9 のґ と プ パラ ート を 提 する ため保 ・ からϨ

 � ݟ ҧ ͑߸ग़ ମ ൪ બり す 、 検 を  て、 患者: のプ パラ ート を 択し た。Ϩ

ཧප அ・

པ ཧඪ ॻ ◌ෳ ਓ ◌ॏ ஔ本と ґ が整 さ れておら ・ 、 ・ のプ パラ ート を て いϨ Ͷ
 � ◌ަཔ ॻていたため、 患者9 と 患者: のґ と プ パラ ート が し た。Ϩ

◌ৗ通 、 プ パϨ ಡࢠ औ ◌ిラ ート の2 3コ ード を み っ て カ ルテを 開く こ と に

པ◌ෳ ඪ ॻ ◌ॏ ஔなっ ている が、 ・ の患者の 本と ґ が て いてありͶ 、 患者9

 � ◌ަཔ པඪ ॻ ॻと 患者: の 本と ґ が し 、 患者: のґ のό ーコ ード で開い

அ ◌ೖ ◌݁た画面で患者9 の・ 果を 力し た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̐ �◌ྫ ༰
ʣ の・

 �◌ྫ ◌ྫհମ ग़ ओ ॻ ଞܝ　 検 の提 後に発生し た な事 を ・ する 。 なお、 本報告 に し た事 の に、 本事 の

・ݱ ・ 報の 地状況確認調査の 要に ʮ  �ମ調査 ： 検 を 容 にҠ す  �ମ ◌ೖผ、 の患者の検 に

ʯ◌ྫ
し た事 ʣ

 �  � ◌ྫ◌ৄ とܝ し て を し ている 事 も ある 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̕ � ݕ ྫ◌ޙ � ༰ ◌ྫਤ ද ମ ఏ ग़ ◌ൃ ੜ� �ɹ ɹ の・ ʢ の に ʣ

� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ݕ ݕ ҧ ͑ཧ ༰  
ମ ॲ ମ औɿ の Γ

 �  ◌ީ དྷ
ܗ֎ ・܈ ҟ 成・ ʢ . % 4ʣ で フ Υロ ー

 ◌ঃ ◌্ঢし ていた患者9 のW5 N 3/ " が な

 �དྷ
֎ ॲ ஔ�を 認め、 で ・ 検査を 実施し

◌ྟ
ମ চ ෦ ൖ ૹ ड ୲た。 検 は 検査 に さ れ、 付

ମ ड औ ඪ ຕ当者は検 を け り 、 本ラ ベルʢ ʣ

ӷ ◌݂を 発行し た。 その後、 検査・ において

ࢣ  �◌ྟ
চ ඪ検査技 が ・ 本ʢ ス メ ア ʣ の作・

ཧ༝
Կ◌్ தを 開始し た。 作・ に ら か の で

ޡ  ඪ ඪ ඪっ て、 全 本のう ・ 、 本は既に

◌ྃ
ऴ ମ本作・ が し て いる 患者: の検 を ・ 用

ඪ  ◌݁し て 作・ さ れた。 患者: の 本の 果を も

 ◌ྍ
ॻと に報告 が作成さ れ、 化 法およ 造ͼ

 � ২๔ ◌݂ Ҡ の方・ と なっ た
 ◌ྍ

。 化 法施

 �  �લ行 ・ に 度 ・ 検査を 実施し たと こ Ζ、

ճ ဃલ ◌݁その 果が と 大き く ・ し ていた。 そ

 �ճલのため ・ 検査を 同・ に実施し たすべ

ඪ ମての患者の 本を 確認し たと こ Ζ、 検 の

ҧ ͑औ り があっ たこ と が・ 明し た。

ඪ ऴ・ 患 者: の 本 作 ・ は 既 に

ॳΘっ ていたが、 ・ であ っ た

、ためࢼݧ ・ 加検査に備・ て

ମ ஔ ラ ッ ク に検 容 を いた

ま ま にし ていた。

 �ਓ・ 同・ に の ・ 検査が実施

◌ෳさ れていたが、 ・ 患者の検

 � ମަ◌ ࢭ の を ・ する 手順が明

確化さ れていなかっ た。

෦ ඪ・ 作・ し たҰ の 本し か検 

し なかっ た。

ॻ・ プ パラ ート には手 き で検Ϩ

൪߸ࢯ ◌໊査 、 患者 、 ・ 付を  

 � ମࢠ ◌ి রし ており 、 検 と の

合によ る 確認ができ なかった。

ྟ◌ࢣ
চ ඪ த・ 検査技 は、 本作・

ཧ༝
Կ ੮に ら かの で・ し た。

◌ෳ ମ ॴ・ ・ 患者の検 を 同じ ・ で

औ り ѻ っ ていた。

Լඪ・ 本作・ ・ 程およ ルールを  ͼ
มの通りࡊ  し た。

ඪ ॴʣ 本作・ の作 ・ を ॴ かϲ

ら ϲ ॴ ૿に 設し 、 ϲ ॴ で検

ཧ
ମ ॲを する 。

ʣࢼݧ つの  ラ ッ ク に ମ検 を

ஔ く こ と と し 、 同じ ラ ッ ク に

◌ෳ ମ ஔ・ の検 を かない。

ඪ છ ৭ ମ షʣ 本 後に検 ラ ベルを

 � ඪるݦ には、 すべて の 本を

Լඍ  で 確認し ଞ ඪ、 患者の

 � �本が し て いな いこ と を 確

認する 。

৭ ৭ʣ ス ラ イ ド ガラ ス の を から

 � �৭ と する こ と で リ ス ク を

◌ܰ ݮ する 。

ҧ ͑ ඪݮ औ  ܰ◌・ 本の り リ ス ク の た

�め、 ・ ・ ス ラ イ ド ガラ ス にҹ で

� ಋೖき る ガラ ス ҹ プリ ン タ を す

る こ と を 検討する 。

ݕ ҧ ͑ཧ
ମ ॲ ৫ औยɿ ・ の Γ

患者9 ʢ ・  がΜʣ த ਝ அの術 ・ ・ の組織

ग़ அ  ◌݁つが提 さ れ、 手術・ に・ 果を 報告

த ਝ அし た。 その・ 後、 術 ・ ・ のため、 患

◌ྟ
ഏ ग़者: ʢ がΜʣ の組織が つ提 さ れた。

চࢣ ମ  検査技 " は、 患者: の検 で包 ブロ ッ

ྟ◌ࢣ
চク を つ作・ し た。 その後、 検査技 #

 �ബ ඪが患者: の 切 本を 作・ し た。 その に、

લ ൪・ に検査を 行っ た患者9 のブロ ッ ク を

ମࢥ ബ患者: の検 と い、 切し て 作・ し た。

ཧ
ප அ  ◌݁ҩ が ・ 後、 果を 手術・ へ報告し

ݟ ◌ྍ
Պॴ डた。 ѱ 性 なし の報告を けた・ の

ࢣ  ◌݁ҩ は、 果に ・ を 持・  � ਝ அ、 度 ・ ・

ग़ݟ ॴ用の組織を 提 し たと こ Ζѱ 性 あり の

༧
அ ड・ を けて 定通り の手術を 行っ た。 そ

Ӭ ඪの後、 患者9 と 患者: のブロ ッ ク から  

・அ本が作ࢣ さ れ、 ・ を 行っ たҩ が患者9

 �൪ ॳ ग़ ◌ೖの と 患者: の に提 さ れた組織が

ସれ Θっ て い る こ と に  が 付い た。 こ の

� ҧ ͑ਝ அ औย、 ・ ・ で組織 の り を し てい

たこ と が・ 明し た。

ਝ அ  ◌݁・ 患者9 の ・ ・ 果を 手術

 
ࣨ

◌ へ報告後、 患者: 、 患者; の

ཧ
ඪ ප ෦ ग़本が へ提 さ れ多・

であっ た。

◌ྟ
ඪ ◌ෳ・ 患者: の 本作・ は ・ の

চࢣ ୲検査技 が分 し て行っ た

୲ ୭ʢ 分 し た 作 を が行っ た

ಛか 定はでき なかっ たʣ。

ബ ష・ 切後にス ラ イ ド ガラ ス に り 付

 �  �ける は、 ブロ ッ ク に さ れた

ࢯ  �◌໊ と 、 ス ラ イ ド ガラ ス に さ

ࢯ র◌໊れた を 合し て確認する 。

ࢴ ༉
ౚ ᖤ ◌݁・ ブロ ッ ク 作・ ・ 、 には

ࢯ  �◌໊性ペンで患者 を  する 。

ମ ಧย・ 患者9 のブロ ッ ク を 付ける  も なく 次の検 が いたため、 ク リ

ମ ମ ◌ೖΦス タ ッ ト 内に患者9 の検 つ、 患者: の検 つが っ ていた。

ࢣ ྟ◌ࢯ
চ ॻ ◌໊・ 検査技 は、 ブロ ッ ク に かれた患者 と 、 ス ラ イ ド ガラ ス

ࢯ Θ ͣॻ র ൪◌໊に かれた患者 の 合を 行 に、 患者9 の のブロ ッ ク を患

ࢥ ԣബ ஔ者: のも のと い込Μで 切し 、 ク リ Φス タ ッ ト の に かれてい

:た患者໊◌ࢯ の が  � ඪさ れたス ラ イ ド ガラ ス で 本を 作・ し たʢ ス

ྟ◌ࢣ
চ ४ラ イ ド ガラ ス は、 ブロ ッ ク を 作・ する 検査技 が 備し ておく

手順になっ ている ʣ。

ࢴ Ԗ ࢯ  �ౚ ච ◌໊ᖤ ◌݁・ ブロ ッ ク 作・ ・ は、 に で患者 を  し て いたた

ࢯ ಡ◌໊め、 その後の作 を する ・ に が みにく かった。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙

–  –
医療 事 故 情報 収 集等 事 業 　 第 7 8 回 報告 書



� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ҧ ͑ཧ
ප ඪ ఏ ग़ ඪ औҩ ・ の 本 ɿ 本の Γ

લ થ ॴ औ患者9 の 立 組織を から 採 しϲ 、

ཧ
ප அ ग़ அ થ ◌݁・ へ提 し た。 ・ 果は がΜで

 ݄◌あ り 、 生検の ϲ
◌ྍ

後から ホ ルモン 法を

༧
ਓ ମ開始し た。 手術を 定し たが患者本 が

৴力に・ がないと いう こ と でキャ ン セルと

 ݄◌な り 、 生検の 後ϲ
◌ྍ

ઢ�◌์  、 を 開始

લ થ  ૠ ◌ೖする ため 立 ーカ ーを し たϚ 。 そ

ཅࢠ ◌ྍ
ଞ ઢ�の後、 患者9 から Ӄ での の 

Ҏཧ
Լප ମ・ があり 、 検 ʢ ： プ パラ ート ʣϨ

པ
◌ି ग़の し し ґ があ っ た。 プ パラ ート をϨ

அ改めて確認する と 、 がΜと ・ し たプ パϨ

◌ೖラ ート が っ ていなかっ たため確認し たと

அこ Ζ、 患者: のプ パラ ート を 用いて ・Ϩ

し ていたこ と がΘかっ た。

ྟ◌ࢣ
চ છ ৭ະ・ 検査技 は、 プ Ϩ

ॴ औパラ ート を 保 ・ から り

 � ߸ग़ ମ ൪す 、 検 のみでプϨ

બパラ ート を Μでし ま っ た。

͑ ݟ ҧ߸൪ ◌݁そ の 果、 を

て、 患者: のプ パラ ート をϨ

બ 択し た。

છ ৭ औ ग़ະ・ プ パラ ート を りϨ

 � ߸◌�ମ ൪す に、 検 け で な

く໊◌ࢯ 、 患者 、 患者*% と いっ

◌ෳ রた ・ の患者情報を 合する

పఈこ と が さ れていなかった。

છ ৭ະ・ プϨ છ ৭パラ ート から

ཧ པ
ප ॻし 、 ҩ にґ と プϨ パ

 �ग़ ਓラ ート を 提 する に、 の

ྟ◌ࢣ
চ 検 査 技 が シ ン グ ル

པ
ॻチΣッ ク でґ と プ パϨ ラ ー

ト の患者情報を 確認し 、 不Ұ

க に 付かなかった。

છ ৭ છ ৭ະ・ プ パラ ート からϨ

 �ཧ
ප ग़し 、 ҩ に提 する のダ

ブルチΣッ ク の仕組みが確立

し ていなかった。

ཧ པ
ප ॻ・ ҩ にґ と プ パラ ーϨ

 � ཧ
ग़ පト を 提 する 、 シス テ

◌ొム に 作  者 ・ ୭ʢ い つ、

୭ ମ ग़が、 に検 を 提 し たかの

 ・ ʣ の た め に
པ

ॻ、 ґ の

ཧ
ಡ औ පό ーコ ード を み り 、

◌ొシス テム に作 者 ・ を 行っ

 �ていたが、 その プ パラ ーϨ

ಡ औト のό ーコ ード も み る 仕

組みがなかった。

 �ཧ པ
ප அ ॻ・ ҩ が・ する 、 ґ

と  プϨ রパラ ート を 対 で

పఈ合する 運用が さ れていな

かった。

・ 全プϨ パラ ート についている

ಡ औό ーコ ード を み る 運用が

పఈ さ れていなかった。

ཧ
ප ମ औ・ 検 ѻ い ニ ュ ア ルϚ

 ͮཧ  
පʢ ・ 本 会ʣ に いた

運用ができ ていなかっ た。

છ ৭ ॴະ・ プ パラ ート を 保 ・ かϨ

 �औ ग़ औ ग़ છະら り す は、 り し た

པ
৭ ॻプ パラ ート と ґϨ છ ৭、 済

みのプ パラ ート の患者情報Ϩ ʢ 検

ମ߸ࢯ ൪ ◌໊、 、 患者*% の全てʣ が

கҰ し ている こ と を 確認する 手順

と し た。

છ ৭ औ ग़ະ・ プ パラ ート を り し たϨ

ྟ◌ࢣ པ
চ ॻ検査技 は、 ґ にαイ ン

を する 運用にし た。

པ
ॻ・ ґ と プ パラ ート の患者情報Ϩ

Ҏ Լࡊ  มの確認手順を の通り し た。

છ ৭ʣH& が 
◌ྃ

છ ৭ ୲し た ら 、

ྟ◌ࢣ པ
চ ॻ当の 検査技 " がґ と

プ パラ ートϨ 、 組織ブロ ッ ク

கの患者情報がҰ し て いる こ

པ
Լॻと を 確認し 、 ґ ӈ の確

ཝ
認 にαイ ンする 。

ྟ◌ࢣ
চʣ 検 査技 #が 同様 に 確認

པ ཝ
Լॻし 、 ґ ӈ の確認 に α

イ ンする 。

ಛ घ છ ৭ છ ৭໔ʣ およ Ӹ な どͼ
ཧ

છ ৭ ଗ ප全て の が い、 ҩ に

ग़ ଶ છ ৭ ୲提 でき る 状 で、 当

ྟ◌ࢣ པ
চ ॻの 検査技 " がґ と プ

パラ ートϨ 、 組織ブ ロ ッ ク の

க患者情報がҰ し て いる こ と

ࢦ ग़を さ し ・ ・ し 確認し 、 ґ

པ ཝ
Լॻ ӈ の確認 にαイ ン す

る 。

ཧ ཧ
ප ग़ લ පʣ ҩ に提 する に シ

 � ◌ొス テムに作 ・ を 行う は、

པ
ॻґ と 全て のプ パラ ートϨ

ಡ औのό ーコ ード を み り 、 患

க者不Ұ がな いこ と を シ ス テ

ムで確認する 仕組みと する 。

છ ৭ છ ৭ະ・ プ パラ ート から を すϨ

པ
છ ৭ ॻる ・ 合、 後にґ と すべて

கのプ パラ ート の患者情報がҰϨ

ମし ている かの確認 制が確立し て

◌্  いなかっ たため、 の手順の ʣ

およ ͼ
ཧ

පʣ によ っ て、 ҩ に提

 �ग़ લ ऴの 確認を行う 運用と し た。

ཧࢣ པ ◌ྫ ◌ྟ
පࡊ  છ ৭ চ ग़ ม・ ҩ は・ 加 ґ に、 ッ ペに・ で 検査技 に提 する 運用に し た。Ϛ

 �◌ ଁ  ड ൪ ड ආ・ 同Ұ を け付ける 、 連 で け付ける こ と を極力 ける 。

 �લ થ છ ৭ છ ৭ະ・ 立 生検で、 H& がはがれてし ま っ た・ 合、 プ パラ ート からϨ છ ৭H& する こ と はし ない運用と し

 �છ ৭ ബた。 H& がはがれた・ 合、 度 切から やり ・ す運用と し た。

ප・  
ཧ པ

அ� ॻҩ に対し 、 ・ は、 ґ と  プϨ র పఈパラ ート を 対 でό ーコ ード 合する 運用を する こ と を 周知し

た。

ཧ ཧ  
ප ମ औ ප・ 検 ѻ い ニュ アルʢ ・ 本 会ʣ を テキス ト と し た教育を 行った。Ϛ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̑ �◌ྫ എ ʣܠ の ɾ 要Ҽ

◌ྫ ཧओ എ 　ܠ 報告さ れた事 の な ・ 要Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̌ �◌ྫਤ ද എ ɹܠ ɹ の ɾ 要Ҽ

ݕ  � �◌ෳ  ◌ऀ ମ̋ ・ の の の

ݕ ʳཧ ମ ॲʲ

ඪࢼݧ ऴ ମ・ 本作・ が Θった検 を 、 ・ 加検査に備・ て  ラ ッ ク に・ し たま ま にし ていた。

◌ෳ ମ ॴ औ・ ・ の患者の検 を 同じ ・ で り ѻ った。

ʳཧප அ�・ʲ

པࢴ ཧඪ ॻ ◌ෳ ਓ ඪ ◌ॏ ஔ・ 本と ґ ʢ ʣ が整 さ れておら ・ 、 ・ の 本を て いていた。Ͷ ◌ෳʢ ・ 報告あり ʣ

̋� ࢥ͍ Έ

ݕ ʳମ ड ・ ・ʲ

ࢥ  � தࢯ ਝ அ ମ ମ ग़ ◌໊・ 術 ・ ・ は手術・ の検 と の い込みがあり 、 手術・ から 検 が提 さ れた に患者 や検

ମ ◌໊ の確認がおΖそかになった。

ݕ ʳཧ ମ ॲʲ

 � ࢣ ౚྟ◌ࢥ ബ চ ◌݁・ ブロ ッ ク を 切する 、 検査技 は患者9 のブロ ッ ク を 患者: のも のと い込Μでいたため、

ࢯ ॻࢯ ॻ র◌໊ ◌໊ブロ ッ ク に かれた患者 と 、 ス ラ イ ド ガラ ス に かれた患者 の 合を行Θなかった。

ෆ̋  認 ・

ݕ ʳཧ ମ ॲʲ

ਓ・ ・ で行う 作 であ っ ても ମ、 検 容  � ཧࢯ པප ॻ 、 包 カ セッ ト 、 組織検査ґ に さ れている 患者

ཧ ߸ප ൪ ಡ ◌্�◌໊ 、 組織 など を み て確認する こ と になっていたが、 実施でき ていなかっ た。

ʳཧප ఏ ग़�ҩ ・ のʲ

 �છ ৭ ॴ औ ग़ະ・ プ パラ ート を 保 ・ から り すϨ �ମ◌߸ࢯ ൪ ◌ෳ◌໊、 検 けでなく 、 、 患者*% など の ・ の情

߸র ମ ൪ બ報を 合する こ と になっ ていたが、  ҧ っ た検 でプ パラ ート を 択しϨ ଞ র、 その の情報は 合

し なかっ た。

ʳஅ�・ʲ

◌ৗ・ 通 、 プ パラ ート のϨ ಡࢠ औ ◌ి அ  ◌݁2 3コ ード を み っ て カルテを 開く こ と になっ ている が、 患者9 の・

 � ཧ པ◌ೖ ප ॻ ಡ औ果の 力の 、 ҩ は患者: のґ のό ーコ ード を み り 、 患者: の画面が開いたこ と に 付か

なかった。

 �ཧ པප அ ॻ র పఈ・ ҩ が・ する 、 ґ と  プ パラ ート を 対で 合する 運用が さ れていなかった。Ϩ

ࢯ ཧஅ ◌ೖ ◌ਃ ॻ ◌ೖ ల ◌্ ප ඪ◌໊ ◌݁・ ・ 果の 力・ 、 込 のό ーコ ード で 力画面を 開し 、 画面 の患者 と 組織 本ʢ ッϚ

ࢯ র◌໊ペʣ の患者 を 合確認し てから 作 を 開始する ルールが遵守さ れていなかった。

ͦ ʳଞのʲ

ॻ・ 作 手順 や ニュ アルは整備さ れていたがϚ 、 内容の周知や手順通り に実践さ れている かの確認が十

分行Θれていなかっ た。

खॱ ෆඋ̋ の

ʳड ・ ・ʲ

ཧප ෦ ड ମ ମ ష・ 検査 門シス テム で 付を 行う ・ に、 検 容 には検 ラ ベルを っ ている が
ཧ ߸ප ൪、 組織 を

 ◌ೖ する ルールになっていなかった。

ݕ ʳཧ ମ ॲʲ

 �  � ਓަ◌ ࢭ ◌ෳ ମ・ 同・ に の ・ 検査が実施さ れていたが、 ・ 患者の検 の を ・ する 手順が明確化さ れていな

かっ た。

・  作 ・ 程において、 ダブルチΣッ ク を行う 仕組みがなかっ た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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ʳཧප ඪ ఏ ग़�ҩ ・ の 本のʲ

 �ཧ པප ॻ ग़・ ҩ にґ と プ パラ ート を提 する にϨ ྟ◌ࢣ চ ◌໊、 ダブルチΣッ ク の仕組みがなく 、 検査技 で

པ ॻ கґ と プ パラ ート の患者情報を確認し 、 不Ұ に 付かなかった。Ϩ

̋ ͦ ଞの

ࢣ ࢯ  �◌ྟ ߸চ ൪  ◌ೖ ମ ◌໊・ 検査技 が包 カセッ ト に患者 、 組織 を する 、 つの検 に同・ に行った。

ཧத ਝ அ த ਝ அ ඪ ප ෦ ग़ ◌݁・ 患者9 の術 ・ ・ の 果を 手術・ へ報告後、 患者: 、 患者; の術 ・ ・ の 本が へ提

ඪྟ◌ࢣ ◌ෳ চ ୲さ れ、 患者: の 本作・ を ・ の 検査技 が分 し て行った。

ཧ༝Կඪ த ੮ தஅ・ 本作・ に ら かの で・ し たため、 作 が し た。

ࢠ  �◌ৗ ◌ి・ 通 、 カ ルテ を 開く は、 プ パラ ート のϨ
པಡ औ ॻ2 3コ ード を み る こ と になっ て いる が、 ґ の

ό ーコ ード でも 開く こ と ができ た。

̒  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ʣ ҩ Β

◌ྍ ཧ
　 ҩ 機関から 報告さ れた改善策を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̍  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ɹ ҩ Β

˓ ݕ ѻ ͍ମ ඪ औɾ 本の Γ

ཧ ཧମ� ॲ ◌ෳ ମ ॲ・ 検 と に する ʢ ・ 検 を同・ に し ないʣ 。

ࢯ ग़ ମ ◌ೖ ସ� ମ ඪ◌໊ ຕ・ 患者の を ・ に し て確認し 、 検 の れ を せ・ 、 それ・ れの検 容 で規定の ・ の 本を

作・ する 。

ମ・ 検 容 ݸཧ པප ॻ ମ� ผ、 包 カセッ ト 、 組織検査ґ を 患者の検 と に のト イ で 分し てϨ 、 患者

ト イ で作 ・ 程が進Ή よ う にする 。Ϩ

 �◌ ଁ  ड ൪ ආ・ 同Ұ を け付ける 、 連 を極力 ける 。

˓ ݕ Λ ࣝମ ผ する・ Ί の・ ・

ݕ ʳཧମ ॲʲ

ମྟ◌ࢣ ड औ চ・ 検 容 を け っ た 検査技 は
ཧ ཧ ཧ པප ෦ ड ॲ ප அ、 検査 門シス テム で 付 を 行っ た後、 ・ ґ

ཧ ཧ པ߸ॻ ප ൪ ମ ଆ  ◌ೖ ප அ ॻ রと 同じ 組織 を検 容 の 面に し 、 ・ ґ と 合でき る よ う にする 。

ࢴ ࢯ  �༉ౚ ◌໊ᖤ ◌݁・ ブロ ッ ク 作・ ・ 、 に 性ペン で患者 を する 。

� � ಋೖ・ ス ラ イ ド ガラ ス に・ ・ ҹ でき る ガラ ス ҹ プリ ンタ を する 。

ʳཧප ఏ ग़ҩ ・ のʲ

པ ॻ ॹ・ プ パラ ート と ґ が・ れないよ う に、 ま ・ 付き のク リ アケース でҰ に保 する 。Ϩ

˓ పఈ 認の

ݕ ʳཧମ ॲʲ

 �  � ബࢯ ష ◌໊・ 包 ブロ ッ ク を 切し てス ラ イ ド ガラ ス に り 付ける は、 ブロ ッ ク に さ れた と 、 ス ラ イ ド

 � ࢯ র◌໊ガラ ス に さ れた を 合し て確認する 。

ମ ମ  ・ 検 を 検 容 から 包 カセッ ト へ  、 包 カ セッ ト から ス ラ イ ド ガラ ス へҠ 動する ・ 程での確認作 

 �ඪ ऴや、  成し た 本の検 によ る 的な確認作 については ݶ Մྟ◌ࢣ চ◌໊、 能な り の 検査技 でダブル

チΣッ ク を行う 。

ʳཧප அ・ʲ

ཧප・  ҩ に対し
པஅ� ॻ、 ・ は、 ґ と  プ パラ ート をϨ ◌ূ పఈ対 でό ーコ ード 認 を 行う 運用を する

こ と を周知し た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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˓ खॱࡊ  มの

ݟ  �  �ॴ ◌ೖ ಡ・ を 力する は、 プ パラ ート の2 3コ ード を み込Μでカルテを開き 、  する 。Ϩ

Ҏཔ Լॻࡊ  ม・ ґ と プ パラ ート の患者情報の確認手順を の通り し た。Ϩ

 ◌ྃછ ৭ʣH& が し たら ྟ◌ࢣ པછ ৭ ୲ চ ॻ、 当の 検査技 " がґ と プ パラ ートϨ 、 組織ブロ ッ ク の患者情

པ ཝԼக ॻ報がҰ し ている こ と を確認し 、 ґ ӈ の確認 にαイ ンする 。

ྟ◌ࢣ པ ཝԼচ ॻʣ 検査技 #が同様に確認し 、 ґ ӈ の確認 にαイ ン する 。

ಛ घ છ ৭ છ ৭ છ ৭ ଗ໔ʣ およ Ӹ など 全ての が いͼ
ཧ ◌ྟප ग़ ଶ છ ৭ ୲ চ、 ҩ に提 でき る 状 で、 当の 検査

ࢣ པ ॻ技 " がґ と プ パラ ートϨ கࢦ ग़、 組織ブロ ッ ク の患者情報がҰ し ている こ と を さ し ・ ・ し 確

པ ཝԼॻ認し 、 ґ ӈ の確認 にαイ ンする 。

 �ཧ ཧප ग़ લ ප  ◌ొʣ ҩ に提 する に、 シス テム に作 ・ を 行う は
པ ॻ、 ґ と 全てのプ パラ ート のό ーϨ

ಡ औ கコ ード を み り 、 患者不Ұ がないこ と をシス テム で確認する 仕組みと する 。

 �છ ৭ ॴ औ ग़ະ・ プ パラ ート を 保 ・ から り す はϨ
པऔ ग़ છ ৭ ॻະ、 り し た プ パラ ート と ґϨ છ ৭、 済

みのプ パラ ート の患者情報Ϩ ମ߸ࢯ ൪ க◌໊ʢ 検 、 、 患者*% の全てʣ がҰ し ている こ と を 確認する 手順

と し た。

˓ ͦ ଞの

 �ཧ བྷਝ அ ප ମ ◌ి ◌ਃ ॻ ஔ・ 手術・ から ・ ・ の 検 の ・ 連 があ っ た に、 す・ に確認が行・ る よ う 、 検査 込 の

ॴࡊ  ◌ి มき ・ を ・ の く に する 。

৭ࡊ  ৭ ม ผ・ のス ラ イ ド ガラ ス を・ 用し ていたが、 に し 、  でき る よ う にする 。

ʢ ̒ ʣ ͦ �◌ྫଞの の

ʮ ʯ ʮ ҧ ͑ ʯ ʮ◌ྫ ◌ྨ ◌ྨ ◌ྫ֎ଞ ෦  ମ औ ମ औ　 事 の分 で その に分 し た 者が検 を り た事 と ど の・ 面で検 り

ҧ ͑ ʯ◌ྫ հಛが発生し たか 定でき ない事 を ・ する 。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎̎ɹ ͦ �◌ྫਤ ද ଞの の

� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ݕ ҧ ͑ͨ�◌ྫ
֎ ෦  ◌ऀ� ମ औΛ Γ

֎ Պ◌ೕ થ લ ݄◌当Ӄ の で、 に患者ϲ  �9 に

 �◌ೕ がΜの手術を、 そ の ・ 後に患者: に

◌ೕ がΜの手術を 行っ た。 患者9 と 患者: は

 ◌ྍ ༧ ◌྆ ༧
ଌ術後化 法の効果と 後の 方が で

きࢠ る 多Ҩ ・ 検査を  ・ し
ཧ ༝

ප ෦、 を 経

֎ ෦ લ ݄◌し て の検査会・ に対し 、 に患ϲ

ཌ
者9 の検査、 その ・ に患者: の検査を そ

པ
れ・ れґ し た。 検査会・ で検査が行Θ

 ◌݁れ、 同じ ・ に患者9 と 患者: の検査 果が

 ◌ྍ
当Ӄ に報告さ れた。 患者9 は術後化 法

༧ ◌ྑ
 ◌݁の効果が・ く 後も ・ と の 果であり 、

◌ྍ
ホ ルモン 法が行Θれた。 患者: は術後化

 ◌ྍ ༧ ◌ྑ
 ◌݁法の効果があ り 後も 不 と の 果

・ 当Ӄ から 検査会・ に患者9 と 患者:

པ
の検査を ґ する 手順は適正であっ

た。

 ◌݁・ 検査会・ から 当Ӄ に行Θれた検査

ࡊ �  ◌ৄ・ 当Ӄ から 検査会・ に なる

 � な検ূ◌ࢭ を 行い適切な 発・ 策

࢟  ◌ਃ ◌ೖを じ る よ う し れた。

པ
ॻ ॻ　 果報告において、 患者9 と 患者: のい・ れも 、 本報告 と 検査ґ の

கࢴ ॻ ॻ ෦ கผ内容は全てҰ し ていたが、 本報告 と 報告 の内容にҰ 不Ұ

があっ た。

ࢴ ॻผ ◌݁・ 検査会・ から 当Ӄ に行Θれた検査 果報告のう ・ 、 報告 におい

ҧ ͑ཧ
ප ମ औて、 患者9 と 患者: の 検 を り た内容で報告さ れていた。

ཧ
◌ূ ग़ ප ମ ష・ 検査会・ の検 では、 当Ӄ から 提 さ れた 検 に検査ラ ベルを 付

 �Մ ◌ৄする ・ 面で発生し たώ ュ ー ン Τラ ーである 能性が高いが は不Ϛ

明と のこ と であっ た。

લ ݄◌であり 、 からϲ  ݄◌ ・ϲ
5 $◌ྍ

֎ Պ◌ೕ થ ◌ূ法が行Θれた。 その後、 で過 のσータ を検 する 過程で患者9 と 患者: の

͑ ҧ  �Մऔ ◌ূ ◌݁検査 果が り て報告さ れた 能性がある こ と がΘかっ た。 当Ӄ から 検査会・ に対し て検 と 検査を 要・ し た。

͑ ҧ ཌ བྷ
◌ূ ମ औ ◌݁  ݄◌検 の 果、 検査を 行う 過程で患者9 と 患者: の検 を り たこ と が・ 明し た。 、 検査会・ から 当Ӄ に連 が

あり 、 事実を 認識し た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

ݕ ҧ ͕͑ �◌ྫ
ମ औ ◌ൃ ੜ� � � ಛ ఆ� �໘の・ ΓͲ Ͱ Ͱ ͳ

当Ӄࢹ 内  セン タ ーにおいて உ、 患者9 ʢ

Լ೪ ज ਫ਼ບ ᙾ性ʣ に対し て、 ң の 査のため

Իࢹ Լ・ ・ 内  で・ 生検 ʢ 組織・ ʣ を 施行

ࢹ Իݟ ॴ ফし た。 ・ ・ 内  の から は 化  

 ◌࣭ ज ᙾ ʢ ( *45ʣ が Θれ  ◌݁、 ・ 生検の 果も

ࢍ  Լ◌ෲ ॿ ◌ิ( *45であっ たこ と から 、 ң  

ॴ আ ఠ ग़切 術を 実施し た。 し かし 、 手術で

ʮ ʯཧ ᢄମ ප அ ॴ ◌݁し た検 の ・ 果は ҟ 性 で

ॴあݟ り 、 ( *45を  う は認めら れな かっ

ʮ ࢹ ཧ
Լલ ମ පた。 術 の内  での生検検 の

ʯ ʮ ʯཧ
அ ఠ ग़ ମ ප அ・ と 手術の 検 の ・ が

ࢹ Լҟ なっ ていたこ と から 、 患者9 の内  

Մผ ◌݁での生検の 果が の患者のも のである

ࢄ� ࢹ Ի能性を 、 患者9 と 同・ に・ ・ 内  

ཧ
Լ ड ଞ ප அ ॴで・ 生検を けた 患者の ・ の

ݟ ◌ঁ ◌݁を 確認し た。 そ の 果、 患者: ʢ 性ʣ

ʮ ʯ◌ྑ ᢄ ◌݁の生検の 果が 性 組織 であっ たこ

લ ૾ அと が・ 明し た。 患者: は、 術 の画 ・

�ᢄ ෦ ਆ ൻ ज ᙾで の 経内分 が Θれて お

ࢹ ज ෦ औᙾり 、 内  によ る 生検で 分が採 で

Մきࢄ�  ていない 能性も ら れ、 患者: は手

ज ఠ আᙾ術での を  ・ し ओ�、 ҩ チームも

ཧ
আ ඪ ප அ手術を 行い切 本の ・ によ り 確定

・அࢄ�  を 行う こ と が・ ま し いと た。 ロ

ᢄԼࢦ ಄ ◌ೋ আッ ト 支援 十 ・ 切 術を 施行しϘ

ཧࢦ
ප ◌ೋた と こ Ζ、 術後の 検査で十 ・ の

அ( *45であ る と ・ さ れた。 ま た、 患者: の

ࢹ Լ ମも のと さ れていた内  での生検検 を

ผ用いて、 性 に関する 検査を 行っ た と こ

༝དྷ
ମ உΖ、 同検 は 性 のも のである こ と が

・ 明し た。

・ࢹ 当Ӄ の内  
ཧ

පセンタ ーにおける

ཧ
ମ औ ප அ検 の採 から ・ ま でのプロ

◌ৄセス を し く 調査し た。

ཧ
ප ମ औ ප・ 当Ӄ における 検 の採 から

Ҏཧ
Լஅ・ ま でのス テッ プは の通り

である 。

ࢹ ཧ
පʣ内  セン タ ーにおける 検

ମ औ ग़の採 ʙ 提

"ࢣ 患者確認：  護 が患者を 検

・ೖ査◌ݺ へ れる 。ͼ
# 容 ४ 備： ࢣ  ମ護 な ど が検

ମ ४容 と 検 ラ ベルを 備。

ࢣ Պମ औ ओ ප$ 検 採 ： ҩ ʢ ʣ が

ཧ
ମ औ検 を採 し 容 に保存。

ཧ ཧ
ප ମ औ ප அ・ 検 の採 から ・ ま

ց রでのプロ セス に、 機 によ る

ಋೖ合シス テム の を 検討する 。

ཧ
ප ମこ れを 用い て、 検 の 容

 �ཧ པ ཧ
ප ප ମ、 検査ґ 、 検

 用包 カセッ ト の患者情報のҰ

கݫ ◌ີの確認を に行う 。

I PTQJUBMX JEFの情報シス テム の

ため高 であり � ݱ ಋೖ、 、 す

る 機  ͼ ࢠ ཧ
◌ి ප、 カルテや

෦ අ門シス テムの改修に関する

ݟ ֊ஈ用の 積も り を 進めている

である 。

ࢣ �པ ཧ པ
Պओ ප% 検査ґ ： ҩ ʢ ʣ が 検査ґ を 発行。

ࢣ �པ
ମ ◌ෳ& 検 保 ：  護 が ・ 患者分の容 ・ ґ を 保 。

ମ ग़ ॿ ◌ෳ ମ ग़◌ิ' 検 提 ： 者など が ・ 患者分の検 を 提 。

ཧࢣ ཧ ◌ྟ
ප ෦ ମ ड ॲ চʣ における 検 の 付ʙ ʢ 検査技 ʣ

�པ
( ౸ ண ମ確認： ґ と 検 を 確認。

�ཧ ཧ པ ཧ
߸ ߸ප ൪ ൪ ප ප ൪ ൪H 発 ： 検査ґ から を 発 。

ཧ ཧ
ମ ॲ ४ ◌ෳ ମ ॲ ४* 検 備： ・ 患者分の検 の 備。

ཧࢣ ◌ྟ
ප ෦ ඪ চʣ における 本の作・ ʢ 検査技 ʣ

ཧ ཧ
ମ ॲ ग़ ◌ਁ ബ ප ମ + 検 ʢ 切り し ʣ ʙ , 透ʙ - 包 ʙ . 切： 検 か

ཧ
ප ඪら 本ʢ ス ラ イ ド ガラ ス ʣ を 作・ 。

/ છ ৭ ඪ 本確認

ཧ ཧ
ප ෦ அ ॻ පʣ における ・ 報告 の作成ʢ ҩ ʣ

ཧ
அ ඪ அ ප அ ॻO ・ ： 本を 検し て組織・ を 行い、 ・ 報告 を 作成。

ҧ ͑ཧ
ճ ප ମ औ ◌্  ・ 今 の 検 の り は、 の ४#： 容 備から

ཧ
ମ ॲ+： 検 の

のど ࢄ�  こ かのス テッ プで発生し たも のと ら れたが、  ମ 的にど のス

ಛテッ プである のかを 定する こ と はでき なかった。

 � �◌ྨ ◌ྫ
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ʢ ̓ ʣ · Ίͱ
ʮ ҧ ͑ʯཧ ◌ྍ ճප அ� ମ औ େ◌ୖ ॻ 　ܭ ・ の検 り ʢ ҩ 安全情報/ P ʣ について、 報告 の集 期 後に報告

◌ྫ ཧ ཧ ཧମ औ ප ग़ ମ ॲ ප அ  ◌݁さ れた事 を 対象と し て、 検 の採 ʙ 検査・ への提 ʙ 検 ʙ ・ ʙ 果の報告のい

ͣ ҧ ͑ ◌ྫ ◌ྫ ◌ྨ ཧମ औ ੳ ମ छ පれかで検 り が発生し た事 を 分 し た。 事 の 要では、 検 の と 検査の・ 的、

ҧ ͑ ʮཧ ◌ྫମ औ ମ ग़ܖ検 の り に 付いた・ 期・ 機と 患者へのӨ  など を 整 し た。 さ ら に、 事 を 検 の提

ʯʮ ʯʮ ʯ◌ྫ ◌ྫ ◌ྨ ◌ྫલ ମ ग़ ଞ ओ എ に発生しܠ た事 検 の提 後に発生し た事 その に分 し 、 な事 の内容や ・ 要

◌ྍ հҼ 、 ҩ 機関から 報告さ れた改善策を ・ し た。

ҧ ͑◌ྫ ◌ྫମ ग़ લ ମ ◌ೖ ష ◌ෳ　 検 の提 に発生し た事 では、 検 の っ た容 にラ ベルを り  た事 が ・ 報告さ れ

ମ த ମており 、 検 容 がど の患者のも のか同定する 作 を 行っ ていなかっ た。 には、 検 容 に患者の

ࢯ  � ࢥ Μ ͩ ◌ྫ ମ◌໊ が さ れていないにも かかΘら ・ 、 患者のも の・ と い込 事 も 報告さ れていた。 検 の

औ ମ ମ ష ४ ܾ◌採 状況によ っ ては、 検 の・ があら かじ め ま っ ていないため、 検 容 にラ ベルを っ て 備し

 � ମ ◌ೖ షておく こ と が・ し い・ 合がある 。 その は、 検 を 容 に れた後、 ・ やかにラ ベルを 付する 、 ま

ࢯ  � ମ ୭◌໊たは患者 を ・ ・ 容 に する など の対応を 行い、 検 が のも のかΘかる よ う にし ておく こ と

◌ॏ લ ମ ష ४ ◌ෳ ମが 要である 。 ま た、 事 に検 容 にラ ベルを っ て 備し た・ 合でも 、 ・ の患者の検 容 が

 � � ҧ ͑ ◌ྫॴ ஔ औ ◌ෳ ମ同じ ・ に し て かれていたこ と から り た事 が報告さ れていた。 ・ の患者の検 容 

 � � ݟ ஔผが する 環境を ・ し 、 患者・ と に でき る よ う に く など の・ ・ が必要である 。

◌ྫ ཧ ཧମ ग़ ମ ड ମ ॲ ප அ ମ　 検 の提 後に発生し た事 では、 検 の 付から 検 の 、 ・ など の ・ 程で検 容 

ҧ ͑ ҧ ͑◌ྫ ◌ྫऔ ඪ औ ॴ ◌ෳยを り た事 や、 組織 ・ 本を り た事 など が報告さ れていた。 作 を 行う ・ に ・

ҧ ͑ ମྫ◌ࢥ औ ମผの患者の検 があり り た事 や、 の患者の検 を 当 患者のも のと い込Μで作 を し てい

◌ྫ ཧ ཧ ◌ྨ ◌ྨප ප ड ମ छ அ छ ମた事 など があっ た。 検査は、 検査・ で 付後、 検 の や・ の など によ っ て検

�ཧॲ ◌ෳの 方法が様々であ り 、 な  ・ ・ 程を 経る ため 、 検査に応じ た 手順の確立が求めら れる。 ま

ཧප ମ औผた、 検査・ で十分な作 ス ペース を 確保する こ と が・ し いこ と も ある ため、 の患者の検 と

ҧ ͑ ◌ླཱྀ
り る こ と がないよ う な作 環境の整備についても ҙ する 必要がある 。

ҧ ྫ◌ޡ ͑ ◌ྍճ ੳ લ ମ औ　 今 の分 で対象と なっ た事 の・ ・ は、 患者に っ た・ を 行う に検 り に 付いてい

ҧ ͑ ޡ  ཧ དྷମ औ ප அ  ◌݁たが、 ・ り の・ ・ は検 を り て っ た ・ 果を 報告し たこ と によ り 、 患者に本 必要の

◌ྍ ◌ྫ ཧ ◌ྍප ◌ॏない・ を 行っ た事 が報告さ れていた 。 検査は、 ・ 方・ を 確定する ための 要な検査であ

ҧ ͑ମ औ ਙ ମ ඪ औยり 、 検 を り る と 患者に与・ る Ө  が 大である こ と を 認識し 、 検 容 、 組織 、 本の

ҧ ͑ り࢟  が発生し ない ・ ・ 程を 明確にし 、 ώ ュ ー ン Τラ ー対策を じ る 必要がある 。 ま た、 ど の・Ϛ

ҧ ͑ ◌ྫମ औ ಛ面で検 り が発生し たか 定でき ない事 は、 手順やルール、  ・ ・ 程が明確になっ ていない

ཧ ՝ମ ମ ମ औと いう 検 の 制の ・ を ・ 的に・ し ている 。 そのため、 検 の り ѻ いに関し て、 ό ーコ ード

ҧ ͑ ূ◌ྍ◌ݟ ಋೖ ମ औ લ認 など のシス テム の や、 検 の り が発生し ても 患者の・ にӨ  を 与・ る に発 でき

 �◌ྍ ཧප ମ औる よ う な仕組みの確立について、 ҩ 機関内で検討する 必要がある 。 その は、 検 ѻ い過程

Ԋ◌ྻ ཧ  ਪ ආ පܥの・ に っ て、 ス テッ プ・ と に ・ さ れる 手技と ける べき 手技がま と めら れている ・ 本

ʮ ʯཧප ମ औ会の 検 ѻ い ニュ アルϚ ʣ
が参ࢄ  になる 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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ʢ ̔ � ࢄ ݙ จʣ

 � ◌ެ ྍ◌ނ  ਓࡖ ྍ◌ ऩɽ ӹ 団法 　 ・ 本ҩ 機能評価機 ɽ ҩ 事 情報 集・ 事 ମɽ ・ ・ 報ɽ 調査 ： 検

 �  � ◌ྫମ ◌ೖผを 容 にҠ す 、 の患者の検 に し た事 ɽ

রI UUQTXXX N FETBGFKQQEGZFBS@SFQPSU@@7 QEGʢ 参 ʣ ɽ

ཧ  ཧ ཧ ཧൠ� ਓ ප ප ମ ॲ ප ମ औɽ Ұ 団法 　 ・ 本 会　 検 ガイ ド ラ イ ン ーキン ググループɽ 検 ѻ いϫ

ʵ ҧ ͑ ʵཧප ମ औ ॳ ൛ニュ アル 検 り を ・ ・ ために ʢ ʣϚ  ݄◌ɽ ・ ɽ

রI UUQTQBUI PMPH ZPSKQOFXTQEGN BOVBM@BMM@QEGʢ 参 ʣ ɽ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݕ ҧ ͑ཧප அ� ମ औ શ・ Γ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ͷ˙
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̎ ʳ ◌ྍ◌ ই શ ใ /ύ ルスΦΩγ ーλ ー にΑる・ ʢ ҩ ・ Pʣʲ ϝ ϓ ϩ ϒ

ʢ ̍  �ঢ়  ใʣ

ʮ ◌ެ ◌ྫճ հ� େ◌ ୖ ॻ ද ই ݄◌報告 ʢ ・ ʣ の事 ・ で、 4QO モニタ のプロ ーブによ り ・ を き たし た事

ʯ ʮ ʯ◌ྫ ◌ྍऔ ◌্� ইを り た。 その後、ҩ 安全情報/ P パルス Φキシメ ータ プロ ーブによ る ・ ʢ

 ݄◌・ 提 ʣ
◌ྫইで、パルス Φキシメ ータ プロ ーブによ り ・ を き たし た事 について・ ҙ   を 行っ た。

ॻ ੳ　 本報告 分 対象期 �  �◌ྨ ◌ྫ औ ◌্� ݄◌  ݄◌  ݅◌ʢ ・ ʙ ʣ に、 の事 が 報告さ れたため、 りͼ
Ҏ  �◌ྍ ܭ◌߱   ݄◌る こ と と し た。 ҩ 安全情報/ Pの集 期 後の・ に報告さ れた 発 �◌ྨ ◌ྫ

・ 事 は

 ݅◌ であっ た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍ ʮ ʯ  �ਤ ද ই ใ  ݅◌ɹ ύ ルスΦΩγ ーλ ー にΑる・ の ・ϝ ϓ ϩ ϒ

 ߹ ݄◌  ݄◌  ݄◌ ʙܭ◌݄  ʙ ʙ ʙ

・

・

・

・

・ ・ ・

ᶚ ʵ ̎ʵ ̎ ʮ ʯ◌ྍ◌ ਤ ද શ ইใ /ɹ ҩ ・ Pɹ ύ ルスΦΩγ ーλ ー にΑる・ϝ ϓ ϩ ϒ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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ʢ ̎ �◌ྫ
ʣ の 要

̍  ◌ऀʣ の・ ・

�  � �খ ݅◌  ݅◌　 患者の・ ・ を ・ す。 患者の・ ・ は新生 が も 多く であ っ た。 で と 過・ ・ を ・ めて

 � �いたが、 ・ 、 ・ の患者も 報告さ れていた。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̏ਤ ද  ◌ऀɹ ɹ の・ ・

 ◌ऀ の・ ・  ݅◌ ・

�新生

�◌ೕ

�༮

 �・

 �・

߹ ܭ

̎ �  ͞�Ε ͨ ྫ◌ݟ ই ෦ ॴʣ に ・ の Ґ ͱ
 � ݟ ࢦ � �◌ྫ ই ෦ ॴ ই ෦　 事 に さ れた・ の Ґ と を ・ す。 ・ の Ґ は手 ・ 足 が多かっ たが、 新生 ʢ ・

� ◌ྫ ◌ྫग़ ମ ◌ॏ എ ଌ എ ఈ ই生 ʣ では足 で 定する ・ 合がある ため足 ・ 足 に・ を 生じ た事 も あっ た。 事 に

 � ݟ  � ࢸ ◌ྫॴ த ਫ ᙮ さ ܗ れた では、 発・ が も 多かっ た。 には 成に っ た事 も 報告さ れていた。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̐ ᶚ ʵ ̎ʵ ̑ ਤݟ ද ই ෦ ਤ ද ॴɹ ɹ ・ の Ґ ɹ

ইݟ ෦ ॴ ݅◌  ݅◌・ の Ґ ・ ・

手ࢦ 発・

� ਫ ᙮足

ఈ   ◌݁足

എ ఈ ज ◌்足 ・ 足

߹ ܭ ݟ  � ݟ  �◌ྫ ◌ྫ
ॴ ◌ෳ ॴ˞ を ・  し ていた事 や、 の がなかった事 も ある 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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࿈ ◌ྍ Պ ◌ൃ ੜ ॴ̏ ʣ  ・ ・ͱ
 � � �◌ྫ ◌ྍ ◌ྫՊ Պ Պॴ খ ◌් ਓ ◌ෳ　 事 に さ れていた関連・ と 発生・ を ・ す。 、 の事 が ・ 報告さ れて

 �◌ྍ ◌ྫ֎ Պ Պൽ ◌ෘ ইܗいた。 なお、 成 と は、 ・ 発生後の・ に関Θっ たこ と が事 の内容に さ れてい

た。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̒ ࿈ ◌ྍ Պਤ දɹ ɹ  ・ ᶚ ʵ ̎ʵ ̓ਤ ද ◌ൃ ੜ ॴɹ ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・ ◌ൃ ੜ ॴ ݅◌  ݅◌・ ・ ・

�Պখ ප 

� Պ◌් ਓ ( $6

ࣨ�֎ Պ 新生

֎ Պܗ成 ߹ ܭ

�֎ Պখ

Պ内

Պফ 化 内

Պൽ ◌ෘ

ଞその ʢ 不明ʣ

◌ྍ
Պ Մ◌ෳ બ˞ 関連・ は ・ 択が 能である 。

̐ � ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ ʣܦ ・ ・ ・ͱ
ݧ ཧ৬ࢣ छ ৬ छ ৬ छ　 当事者 と 経 ・ ・ を 整 し て・ す。  護 を 当事者 と する 報告が ଞ ݅◌ と 多く 、 に

�ࢣ ࢣ  � ॿݧ ৬ छやҩ の も あっ た。 経 ・ ・ は様々であっ た。

　

ᶚ ʵ ̎ʵ ̔ � ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ɹ ・ ・ ・ͱ

�◌ऀ ৬ छ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
Ҏ ◌্ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ・

護 ࢣ

�ॿࢣ

ҩࢣ

ճ Մ◌ෳ˞ 当事者は ・ ・ が 能である 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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̑ ࿈ ଓ ண�  ʣ ύ ルスΦΩγ ーλ ー の ・ϝ ϓ ϩ ϒ

 � Ҏ◌ྫ Լண�  　 事 に さ れていたパルス Φキシメ ータ プロ ーブの連続・ を に・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̕ ࿈ਤ ද ଓ ண�  ɹ ɹ ύ ルスΦΩγ ーλ ー の ・ϝ ϓ ϩ ϒ

࿈ ଓ ண�  ύ ルスΦΩγ ーλ ー の ・ϝ ϓ ϩ ϒ  ݅◌ ・

� ະ 満
ʙ �  

� 

� લ 後 ʙ � ʙ �ே◌ ਗ਼ ১ ʢ の 後 ʣ

� Ҏ ◌্ 

� Ҏ ◌্ 

� 

� 

不明

߹ ܭ

ʪ �ʫ �  �◌ྫ ༻◌ ◌ ◌ ◌ ༰ ࢄ ఴ ॻจɹ ・ ύ ルスΦΩγ ーλ ー の ・ の ・ϝ ϓ ϩ ϒͰ
ࢄ ྫ◌�  ◌ചൢ ◌໊　 参 と し て、 事 で・ 用し ていたパルス Φキシメ ータ プロ ーブの が さ れていた  ݅◌ に

 �ఴ ॻจついて、  ・   に関する 付 の 内容を ・ す。

 � ༰◌ചൢ ఴ ॻ ෦ ൈ◌ ਮ◌໊ จ・ の ・ ʢ Ұ ʣ

. FE-JOLFUσィ ス センαϙ ̍ ʣ

ʳ༻ ◌্・ の・ ҙʲ

Թஔ ଌ ইʢ ʣ 長・  同じ Ґ で 定する と ・ ・ のおそれがあ る。

ʙ  ͝� ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶ ◌্と に・ Ґ の の状 を 確認の 、 必要に

ணࡊ  ෦ ม応じ て・ Ґ の を行う こ と 。

σィ ス Φキシプロ ーブ5-ô5ϙ ̎ ʣ

ʳ༻ ◌্・ の・ ҙʲ

◌ॏ త要  本 ・ ҙͳ
 ͝গ ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶʢ ʣ プロ ーブは なく と も ・ と に・ Ґ の 状 を

ண ෦ ม  確認のう ・ 、 必要に応じ て・ Ґ を る こ と 。 患者の

Մମ ண ෦ ଶ ൽ ◌ෘ έ◌া容 や・ Ґ の状 によ っ ては、 害を 生じ る 能

� ग़ ମ性が高ま る ため、 十分・ ҙ する こ と 。ʢ 新生 、 ・ 生

�◌ॏ ধ॥、 ҙ 識のな い患者、 ・ 環不全を  こ し て いる 患

者、 高・ の患者・ ʣ

ᶙネルコ アΦキシセンα ʢ / ôʣ
̏ ʣ

ᶙネルコ アΦキシセンα ʢ *ôʣ ̐ ʣ

ʳ༻ ◌্・ の・ ҙʲ

◌ॏ త要  本 ・ ҙͳ
 ͝গ ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶʢ ʣ 本・ は なく と も ・ と に・ Ґ の 状 を  ・

ண ෦ ମม  のう ・ 、 必要に応じ て・ Ґ を る こ と 。 患者の容

Մண ෦ ଶ ൽ ◌ෘ έ◌াや・ Ґ の状 によ っ ては、 害を 生じ る 能性が

� �ग़ ମ ◌ॏ高ま る ため、 十分・ ҙ する こ と ʢ 新生 、 ・ 生 、

ধ॥ҙ 識のない患者、 ・ 環不全を  こ し ている 患者、 高・

の患者・ ʣ。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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�◌ྫ ༰
ʢ ̏ʣ の・

◌ྫ հओ　 な事 を ・ する 。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̌ �◌ྫ ༰ਤ ද ɹ の・

� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

� ଶ患 の全身状 を  ・ する ため ৺ ◌ి ਤ、 およ ͼ
ண ୲4QO のモニタ を ・ し ていた。 当・ 、 当 護

ࢣ ணは、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブを ・ し て

എݟ ఈいた ӈ の足 と 足 に発・ があ る のを 発 し

�ओࢦࣔ  डた。 ҩ へ報告し 、 経過 ・ の を け

ཌ
෦ ਫ ᙮ 。たܗ ・ 、 同 Ґ に発・ の持続と 成を 認

ཌ
Պओ� ൽ ◌ෘ डめた。 ҩ へ報告し 、 さ ら に ・ ・

と な っ た。 パルス Φキ シ メ ータ プロ ーブは、

テープで いてݻ 定し ていたが Ԍ৮ ൽ ◌ෘ、 ・ の

Մ 能性は・ く 、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブに

ই அ ◌ృよ る ・ と ・ さ れ、 セリ ン ・ を 行う こ とϫ

と なっ た。

�֎ Պ෦ ॺ খ・ ʢ ʣ では、 パルス Φ

ճ औキ シ メ ータ プロ ーブは ・

֎ ൽ ◌ෘ ଶり し て 状 を  ・ し た後、

ண ෦ ม  ・ Ґ を ていた。

ނ �  ݄◌・ 事 発生当・ 、 患 は生後 ϲ

ମ ◌ॏで あ っ た が、 Hと ・ ӫ

ཆ
ଶ状 であった。

� ମ എ ఈ・ 患 は 動が活発で、 足 と 足

ணに・ し たパルス Φキシメ ータ プ

֎ロ ーブがた た れる こ と がͼ ͼ
֎あっ たため、 れないよ う にテー

෦プをݻ プロ ーブ 分に き 付け、

定し ていた。

֎・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブを

ݟ  �し て発・ を 発 し た 、 いつから

෦ ண લこ の Ґ に・ し ていたか、 ・

ൽ ◌ෘ ଶ ◌ৗの 状 にҟ がなかっ たかな

どの ・ がなく 、 確認でき なかっ

た。

� ཆ
ଶ ൽ ◌ෘ ଶ・ 患 のӫ 状 や 状 を

アセス メ ント する 。

・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブ

ʮఴ ॻ গจの 付 には、 な く と

 ͝ ண ෦ ൽも ・ と に・ Ґ の

◌ෘ ଶ状 を  ・ のう ・ 、 必要に

ண ෦ ม  応じ て ・ Ґ を る こ

ʯʮ ணと 本・ を ・ する と き に

కは強く め付け す・ な い こ

ʯ  � त ◌ೕと と  さ れており 、

ʢ � ຖの ・ 度  ʣ、 パルス

ஔΦキシメ ータ プロ ーブのҐ

ൽ ◌ෘ ଶม  を て 状 を  ・ し 、

 ・ する 。

・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブ

ഭを き 付けたテープでѹ す

るݻ こ と の な い よ う に 定す

る 。

ࢣ ୡ έ◌া 護 は発 害のある  � ୲・ の患者を 当し

ணていた。 患者に・ し ている パルス Φキ シメ ー

タࢦ プロ ーブʢ 手 に き 付ける タ イ プʣ を  き

 � ・ݏ そう と し た 、 患者が がっ た。 パルス Φキ

シメࢦ ータ プロ ーブを  いていた手 を 確認する

ݟ Պൽࢣ ◌ෘ ൽ ◌ෘと 、 の発・ を 発 し た。 ҩ の・ ・

ᶘ ই அで、 度の・ と ・ さ れた。

・ パ ル ス Φ キ シ メ ー タ プ ロ ー ブ

ʢ . FE-JOLFUσィ ス ϙ セ ン αʣ の

ʮ ʙ  ͝�ఴ ॻจ付 には と に

ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶ・ Ґ の の状 を 確認の

্◌ࡊ  ண ෦ ม、 必要に応じ て・ Ґ の

ʯ ॻを行う こ と と かれており 、  

෦ ண ෦護 の ニュ アルにも ・ Ґ をϚ

มࡊ �  する こ と が さ れて いた

が、 実施でき ていなかった。

・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブの発

 ◌ޫ  ◌ޫ෦ ड ෦ औ ఴと の り 付け方が 付

ॻจ と はҟ なっ ていた。

෦・  護 の ニュ アルに、 パルϚ

ス Φキシメ ータ プロ ーブの正

ண ਤし い ・ 方法を で ・  し

た。

ʙ  ͝� ண ෦・ と に ・ Ґ の

ൽ ◌ෘ ଶ  ண ෦の状 ・ と ・ Ґ の

มࡊ �  を 行う こ と を 周知し

た。

ʪ �ʫ  � ༰
ࢄ  ఴ ॻ ෦ ൈ◌ ਮจ. FE-JOLFUσΟス η α ・ の ・ ʢ Ұ ʣϙ ϯ ʣ

ʳ༻
◌ํ ๏・ ・ʲ

̎ ணɽ ・

ԣʢ ʣ  き テープ

Ԛଌ ෦ ১ औ ೪ ண ണ定 Ґ の れを き る 。 次に、 センαの 保護フ ィ ルムを がす。

� Ҏ༮
◌্ ਓ・ ʢ LH ʣ ʙ 成 に・ 用する ・ 合

ࢦ ࢦ  � ࢦ ࢦ Մਓޫ◌ ࢦ ෦ ௺ ◌্ ஔ　 手足 ʢ 足の・ 、 手の し も し く は・ ʣ に・ 用 能。 発 が の にく る よ う に・ さ せ、 に 

ޫ◌ ࢦ  ◌ޫ Լண ड ෦ ෦き つける よ う に・ する 。 こ のと き 、 セン αの は、 を  Μで発 の
དྷ

ਅ ஔʢ 正面ʣ に る よ う にҐ

ͮ ける 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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� ނ � ༰ނ 
վഎ ળܠ �/ P の・ の 要Ҽ

◌্   ห �大動 �ղ আ ଌ術後の患 に4QO 定のた

ணめパルス Φキシメ ータ プロ ーブを ・ し 、 適 

ష ସ� ໐り を 実施し ていた。 当・ 、 アラ ーム が

ࢣ ๚  り  護 が し たと こ Ζ 、 パルス Φキシメ ー

 �֎ ணタ プロ ーブが れていたため ・ し よ う と し

 � � � ◌྆
௺ ਫ ᙮た。 その  、 ・ の の ・ に を ・ う 発

ݟ ཌ
Պൽ ◌ෘ ड・ を 発 し た。 ・ 、 の・ ・ を け、 ・

ই  ଛ ই அ ◌ೈ ◌ృと 組織 と ・ さ れ、 リ ン σロ ン を

・ し て経過 ・ と なっ た。

ண・ ・ し ていたパルス Φキシメ ータ

プロ ーブʦ ネルコ アΦキシセンα

೪ ண ऑ ◌্ʢ * ʣʧ の 度が く なり 、

◌ิから テ ープを  いて 強し て い

た。

Լఴ ॻ ೪ ணจ・ 付 には、 力が・ し た

� ԁ ◌྆
ଐ 、はܗ 付 の 面テープを ・

 �用する よ う に さ れていたが、

正し い・ 用方法を 知ら なかっ た。

� ମ  ମ ◌ॏ・ 患 の ʢ ʣ に合Θせたパ

બルス Φキシメ ータ プロ ーブの 択

ணと ・ 方法ができ ていなかっ た。

・ ・ 用し ていたパルス Φキシメ ータ

ਪ ମ ◌ॏプ ロ ーブ の ・ 適用 が ʙ

LHである こ と を 知ら なかっ た。

ମ  ・ 患者の に合Θせたパルス

બΦキシメ ータ プロ ーブを 択

する 。

・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブ

 �Լ೪ ணの 力が・ し た の対応

方法についてݱ ・ に 周知し

た。

・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブ

の 適応に つい て Ӄ 内 の41%

දࡊ   มカード の を し 、 Θか

り やすく し た。

ʪ �ʫ ᶙ  � ༰
ࢄ  ఴ ॻ ෦ ൈ◌ ਮจωルί ΞΦΩγη α ʢ *ʣ の ・ の ・ ʢ Ұ ʣϯ ʣ

ʳ ◌ޮ༻
Ռత ຢ・ ・ ・ʲ

ʪ ʫਪ ମ ◌ॏ・ する 適用

ਪ ମ ◌ॏタ イ プ ・ 適用

. " 9 *ʢ *ʣ ʙ ・

ʳ༻
◌ํ ๏・ ・ʲ

 � ண̏ ɽ ・

ʢ ̎ ԁ  � ྆◌ࢴ
ଐ ண ૭ షܗʣ 付 の 面テープʢ ド ッ ト ʣ は、 ・ のと き に・ い、 ド ッ ト を つの のそれ・ れに る 。 ド ッ ト の・

ண ଶ લ ష ◌ॏ షを はがす。 こ れで、 同Ұ 患者に・ でき る 状 になる 。 に り つけたテープを はがさ ・ 、 そのま ま て りͶ
付ける 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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ʢ ̐ �◌ྫ എ ʣܠ の ɾ 要Ҽ

◌ྫ ཧओ എ 　ܠ 事 の な ・ 要Ҽ を 整 し て・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̍ �◌ྫਤ ද എ ɹܠ の ɾ 要Ҽ

˓ ண�  ・ に する・ ͱ
・୲ࢣ 患者を 当し た 護 は Ҏ Թ෦ ◌্ ண ই、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブを 同Ұ Ґ に ・  ・ する こ と で・ ・

Մが発生する 能性がある こ と を 知ら なかっ た。

༗ସ�・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブの き のタ イ ミ ングについてス タ ッ フ  で さ れていなかった。

 ͝ ֎ ൽ ◌ෘ ଶ ප ౩・ ・ と にパルス Φキシメ ータ プロ ーブを し て 状 を  ・ する ルールがあっ たが、 実施さ れ

ていなかった。

Ҏප ౩ ෦・ では、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブを 同Ұ Ґ に ・  ◌্ ணは・ し ないルールと し ていたが、 周知

が不十分であっ た。

˓ ண ◌ํ ๏・ に する・ ͱ
� ֎ମ എ ఈ ண・ 患 の 動が活発で、 足 ・ 足 に・ し たパルス Φキシメ ータ プロ ーブがた た れる こ と があ っͼ ͼ

、たため֎ݻ れないよ う にパルス Φキシメ ータ プロ ーブにテープを  き 付け、 定し ていた。

 � ৳・  き ・ し の 、 テープをҾ き ばし て いた。

ண ೪ ண ऑ ◌্ ◌ิ・ ・ し ていたパルス Φキシメ ータ プロ ーブの 力が く なる と 、 から テープを  いて 強し ていた。

 � ԁ  �◌྆Լఴ ॻ ೪ ண ଐจ 付ܗ には、 力が・ し た は、 付 の 面テープを ・ 用する よ う に さ れていたが 、 正

し い・ 用方法を 知ら なかっ た。

 � ◌ޫ  ◌ޫ෦ ड ෦ ఴ ॻ ஔ ணจ・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブの発 と を 、 付 の と ҟ なる Ґ に・ し ていた。

˓  ◌ऀ ঢ় ଶの に する・ ͱ
� � �ग़ ମ ◌ॏ ൽ ◌ෘ ੬ ऑ ◌ෳ・ 患 ʢ 新生 ・ ・ 生 ʣ の の 性についてアセス メ ント が不足し ていた。ʢ ・ 報告あり ʣ

� ମ  ମ ◌ॏ બ ண・ 患 の ʢ ʣ に合Θせたセンαーの 択と ・ ができ ていなかっ た。

ఴ ॻ ◌ॏจ・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブの 付 の 要な 本的・ ҙ にʮ ମ ண ෦ ଶ患者の容 や・ Ґ の状 によ っ て

ʯ  �Մൽ ◌ෘ έ◌াは、 害を 生じ る 能性が高ま る ため、 十分・ ҙ する こ と と  さ れ ʮ ʯ、 高・ の患者・ と あ っ

た。 当 患者は度・ の発・ があり 、 ・ ҙ が必要な患者の・ 合は、 ・  を ・ た・ に ・ し 、 ҧ ・  がな

いかなど 患者へ確認する 必要があった。

˓ ͦ ଞの

� ・औݧ 新生 のパルス Φキシメ ータ プロ ーブの り ѻ いの経 が・ し かった。

ਪ ମ ◌ॏ・ ・ ・ の ・ 適用 がʙ LHである こ と を 知ら なかっ た。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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ʢ ̑  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ �ʣ ҩ Β

◌ྍ ओ　 ҩ 機関から 報告さ れた な改善策を ・ す。

ᶚ ʵ ̎ʵ ̍̎  ͔ ͞ �Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใ �ɹ ҩ Β

˓ ணࡊ  ෦ ม・ Ґ の

 �ସ�・ パルス Φキシメ ータ プロ ーブの き のタ イ ミ ン グ を ニュ アルに し てϚ
༗

、 ス タ ッ フ  で し 、

ৗ◌ݟ ◌ૣҟ の 期発 に・ める 。

� ʢ �ཆ ଶ ൽ ◌ෘ ଶ त ◌ೕ ຖ・ 患 のӫ 状 や 状 を アセス メ ン ト し 、 の・ 度  ʣ 、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブの

ஔ ൽ ◌ෘ ଶม  Ґ を て 状 を ・ し 、  ・ する 。

˓ ண�  ௐ・ の ・

ࢣ ࢣ ଶ・ ҩ と 検討し 、  護 が く にいて患者の状 を  ・ でき る ・ 合には 、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブを

֎ す・  を設ける こ と にし た。

˓ ൽ ◌ෘ ঢ় ଶ の ・

 ߲◌ ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶ・ ク リ ニカルパス の ・ ・ にパルス Φキシメ ータ プロ ーブ・ Ґ の 状 を ・ 加する ◌ෳ。ʢ ・ 報告あ

り ʣ

ணࡊ �  ෦ ൽ ◌ෘ ଶม・ ・ Ґ を し た に、 状 の ・  ・ を 行う こ と と し た。

ৗ◌ݟ ਅ・ ҟ を発 し た・ 合、 経過がΘかる よ う に・ や ・ を正確に・ す。

˓ ਖ਼� � ண प◌ํ ๏・ の ・

དྷ೪ ண ഭ ൽ ◌ෘ έ◌া・ 新・ のパルス Φキシメ ータ プロ ーブのテープは 力が強く 、  き 方によ っ てはѹ さ れ 害を

ഭたすリ ス ク が高いため、 ѹ し ないよ う に く 。

৬ ৳・ 全 һ にパルス Φキシメ ータ プロ ーブのテープはҾ き ばさ ・ に く こ と を 周知し た。

� ମ  બ・ 患 の に合Θせたパルス Φキシメ ータ プロ ーブの 択について周知し た。

˓ म ਖ਼χ ΞルのϚ ϡ

෦ ண ਤ・  護 の ニュ アルに、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブの正し い・ 方法を で・  し た。Ϛ

෦ࡊ  ఴ ॻ ४  จ ม・  護 の ・ ニュ アルを パルス Φキシメ ータ プロ ーブの 付 に し た内容に し た。Ϛ

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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ʢ ̒
༻

ʣ ύ ルスΦΩγ ーλ ー の・ に する・ ҙ   ϝ ϓ ϩ ϒ

Թண ই  ݄◌　 パルス Φキ シ メ ータ プロ ーブの・ によ っ て ・ ・ が生じ る リ ス ク については、 ・ 、

�ൠݺ ਓҰ 団法 ・ 本    会が作成し た ʮ ʯ2 " パルス Φキ シ メ ータ ϋ ン ド ブッ ク ʣ தの でも 説明

�༮Թண ෦ ই ধさ れている 。  にパルス Φキシメ ータ プロ ーブ・ Ґ に・ ・ が生じ る こ と があり 、 や・

 �॥ έ◌া ଶ ൽ ◌ෘ ऑ ண環 害のある 患者や、 高・ 状 の患者、 ある いは の い患者に・ する は、 ・ ҙ が必要であ

Թண ෦ ഭ ধ ॥ ইる こ と が・ さ れている 。 ま た、 ・ Ґ への過度のѹ によ り ・ の 環がѱ く なり ・ ・ が生じ

ݻ  �◌ྍ
やすく なる ため、 ҩ 用テープなど で 定する には、 強く  き す・ ないよ う にする こ と についても

 � さ ࢄ  れている ので、 参 にし ていた・ き たい。

ʪ �ʫ ࢄ ෦ ൈ◌ ਮ2 " ύ ルスΦΩγ ーλϋ υ οク ʢ Ұ ʣˍ ϝ ϯ ϒ ʣ

�ൠݺ ਓ˞ Ұ 団法 ・ 本    会　 2 " パルス Φキシメ ータ ϋ ンド ブッ ク ʢ 1  �ಘ ෦ ൈ◌ ਮ ʣܝ よ り 、  ・ を てҰ し て 。

 � �◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ 事 ・ͷ ̎ ʳ ই શύ εΦΩγ ʔ λ ʔ ʹ ΑΔ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ Pʣʲ ϧ ϝ ϓ ϩ ϒ˙
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ʢ ̓ ʣ · Ίͱ
ʮ ʯ ◌ྍ ◌ྍই　 パルス Φキ シ メ ータ プロ ーブによ る ・ ʢ ҩ 安全情報/ P ʣ について、 ҩ 安全情報

/ܭ�  P の集 期 後に報告さ れた 発 �◌ྨ ◌ྫ ◌ྫऔ ◌্� ݅◌・ 事 を り た。 事 の 要では 、 患者の・ ・ や

◌ྫই ෦ ண�  ・ の Ґ など の΄ か、 パルス Φキシメ ータ プロ ーブの連続・ や、 事 で・ 用し ていたパルス

 � ◌ྫ ◌ྍհఴ ॻ ओจΦキシメ ータ プロ ーブの 付 の 内容など を ・ し 、 な事 を ・ し た。 さ ら に、 ҩ 機関か

എ らܠ 報告さ れた ・ 要Ҽ や改善策を ま と めて・ し た。

ݺ ༗ண ଶ ই　 パルス Φキシメ ータ プロ ーブの・ は患者の  状 のモニタ リ ン グに 用である Ұ 方で、 ・ を

 ߲◌ఴ ॻ ண�จ生じ る リ ス ク も ある 。 ・ 用し ている パルス Φキシメ ータ プロ ーブの 付 で・ の・ ҙ 事 を 参

 � রࡊ  ண ෦ ൽ ◌ෘ ଶ ◌ॏมし 、  さ れた・  を ・ 安に・ Ґ の や 状 を 確認する こ と が 要であり 、 患者に応じ

ணࡊ �  ෦ ண ෦ มܭた 画を 明確にする 必要がある 。 さ ら に、 ・ Ґ の ・ や・ Ґ の を 行っ た には、 経過が

༗ඇ ◌ৗΘかる よ う  ・ し ておく こ と は に 用である 。

�  � � �◌ྫ ग़ ମ ◌ॏ έ◌া ধ　 報告さ れた事 の患者の・ ・ は、 新生 が 多であっ た。 新生 ・ ・ 生 、 ҙ 識 害や・

 �॥ έ◌া ଶ ൽ ◌ෘ ऑ ண ಛ環 害のある 患者、 高・ 状 の患者、 の い患者に・ する は、 に・ ҙ が必要である 。 ま

◌ྫ ֎த ମた、 報告さ れた事 の には、 患者の 動でパルス Φキシメ ータ プロ ーブが れてし ま う こ と を ・ ・

Մணࢄ� ྫ◌ ෦ ഭ◌ิためにテープを  いて 強し たこ と で・ Ґ への過度のѹ が生じ た 能性が ら れる 事 も

 ߲◌ප ౩ ෦ ॺ ண ఴあっ た。 や で・ 用し ている パルス Φキシメ ータ プロ ーブについて、 ・ 方法や・ ҙ 事 を

༗ॻ ◌ॏจ付 で確認し 、 ス タ ッ フ  で し ておく こ と が 要である 。

ʢ ̔ � ࢄ ݙ จʣ

ࣜ ◌ྍఴ ॻ େ◌ୖ ൛จ ܭ  ݄◌ɽ . FE-JOLFUσィ ス セン α 付 ɽ 会・  ・ ҩ 設 ɽ ・ ʢ ʣϙ ɽ

ɽ σィ ス Φキシプロ ーブ5-ϙ ࣜ  ◌ޫఴ ॻ ◌ి గจ  ݄◌5 付 ɽ ・ 本 ・  会・ ɽ ・ 改 େ◌ୖ ൛ʢ ʣ ɽ

ᶙ ࣜ ఴ ॻจɽ ネルコ アΦキシセン α ʢ / ʣ 付 ɽ コ ィ σィ Τン ジャ パン 会・ϰ గ ݄◌ɽ ・ 改

େ◌ୖ ൛ʢ ʣ ɽ

ᶙ ࣜ ఴ ॻจɽ ネルコ ア Φキシセン α ʢ * ʣ 付 ɽ コ ィ σィ Τン ジャ パン 会・ϰ గ ݄◌ɽ ・ 改

େ◌ୖ ൛ʢ ʣ ɽ

�ൠݺ ਓ ॳ ൛ ݄◌ɽ Ұ 団法 ・ 本    会ɽ 2 " パルス Φキシメ ータ ϋ ン ド ブッ ク ɽ ・ ɽ

রI UUQTXXX KSTPS KQpMFQVMTFPYJN FUFS@N FEJDBMQEGʢ 参 ʣ

 � �◌ྨ ◌ྫ
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